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100.0％にならないことがあります。



 

 

 

本市は、「市民一人ひとりがしあわせを実感できる都市」を目指して、広

く市民の声を聴き、市政への反映を図るために、わたしの提案、タウンミ

ーティング、市民意識調査、パブリック・コメントなど各種広聴事業を行

っています。 

平成 25 年４月からは、様々な手段で寄せられた市民の声を一元的に集約

し、市政運営に反映することを目的として、「市民の声データベースシステ

ム」を運用しています。 

 また、令和７年度からは、市が設定したテーマについて、時間や場所の

制約を受けず、気軽に意見やアイデアを投稿し、市民と市が意見を共有で

きるウェブ上のツール「デジタル意見ひろば」を運用しています。 

 

 ⑴ 広聴の体系 

 

 

 

１ 概要 

広 聴 

個別広聴 

わたしの提案 

陳情・要望等 

集団広聴 タウンミーティング 

調査広聴 

住民相談 

市民意識調査（郵送法） 

パブリック・コメント 

インターネット市民意識調査 

※所管：市民生活安全課 

コールセンター 

子ども・若者の提案 

市民の声モニター 

デジタル意見ひろば 
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事業名 内  容 

わたしの提案 

市民から市政に対する建設的な提案を寄せていただ

き、市政運営への反映と、市民参加意識の促進を図るこ

とを目的として、市長への提案制度「わたしの提案」を

実施しています。 

市役所・区役所、その他公共施設、市内各駅等、290

か所（令和７年度末現在）に設置した専用封筒や、ＦＡ

Ｘ、「市民の声Ｗｅｂ」により提案を受け付けています。 

受け付けた提案は担当する部課において対応し、市長

が提案内容と対応結果を確認します。 

また、原則として、寄せられた提案の受付から回答ま

での進捗状況、及び提案の概要と回答を市ホームページ

上で公表しています。 

陳情・要望等 

市政に関する意見、要望等について、各団体等から文

書により陳情書や要望書として、各所管に提出されたも

のです。 

受付から回答までの進捗状況と、その内容について、

市ホームページ上で公表しています。 

タウンミーティング 

市民と市の信頼関係の構築と、市民の声の市政への反

映を目的として、市民と市長が直接対話をする「タウン

ミーティング」を、全 10 区に加え、オンラインでの開

催もしています。 

市民意識調査（郵送法） 

市政全般にわたる市民の満足度や要望を把握する手

法として、無作為に抽出した市内在住者 5,000 人及び市

内在勤者 2,000 人を対象にアンケート調査を毎年実施

し、結果は施策の立案、実施等のための基礎資料として

活用しています。 

インターネット市民意識調査 

迅速に市民意識を把握することにより、重要施策や緊

急課題に市民意識を反映させることを目的に、市内在住

者 1,000 人を対象に、インターネット市民意識調査を実

施しています。 

２ 広聴事業一覧 
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事業名 内  容 

デジタル意見ひろば 
（市民参加型意見共有 
デジタルプラットフォーム事業） 

市が設定したテーマについて、市民が時間や場所を問

わず意見を投稿でき、市民と市が意見を共有できるウェ

ブ上のツールです。投稿された意見は、施策の検討や実

施に反映・活用しています。 

住民相談 

※所管：市民生活安全課 

 市民の種々の困りごとなどに対して、各種の相談窓口

を設けるなど個々のケースに即した適切なアドバイス

や回答に努め、市民生活の安定に寄与しています。 

パブリック・コメント 

市の基本的な政策等の策定にあたり、当該政策等の形

成過程の情報を公表し、その公表した情報に関して提出

された市民の意見及び意見に対する市の考え方を公表

することにより、市民等の意見を市の政策等に反映させ

る制度として実施しています。 

コールセンター 

 市の行政サービスや手続、施設案内やイベント情報な

ど様々な問合せを、電話、電子メール、ＦＡＸで受け付

けています。 

 受付時間については、電話は午前８時から午後９時ま

で、電子メール、ＦＡＸは 24 時間、いずれも年中無休

です。 

 また、市民から問合せが多い質問とその回答を、市ホ

ームページ上で「さいたま市よくある質問」として公開

しています。 

市民の声モニター 

市民意識調査の対象者 5,000 人を含め、広く市民から

モニターを募集し、ご登録いただいた方に、タウンミー

ティング、審議会、委員会、シンポジウム、ワークショ

ップ、講演会、講座及びパブリック・コメントなどへ参

加していただき、市に意見を寄せていただく制度です。 

無作為抽出の手法を取り入れ、多くの潜在的な市民の

意向を把握して事業に生かすため、平成 27 年度から実

施しています。 

子ども・若者の提案 

 未来を担う子ども・若者からの提案を市政に反映する

ため、市のまちづくりに関する提案を聴く機会として平

成 28 年度から実施しています。 
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⑴ わたしの提案 
①  受付件数（提出通数） 

令和７年度の受付件数は3,415件で、前年度に比べ410件（13.6％）増加してい

ます。 
 
年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

受付件数 3,538 3,007 2,567 3,005 3,415 

 

受付件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  提出手段別受付件数 

令和７年度の提出手段別受付件数は、Ｗｅｂ（市ホームページ専用フォームか

らの投稿）が2,336件（68.4％）と最も多く、次いで専用封筒が996件（29.2％）

となっています。 

 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

専用封筒 930 965 890 923 996 

Ｗｅｂ 2,493 1,932 1,495 1,968 2,336 

ＦＡＸ 48 82 122 80 67 

はがき 1 0 1 1 0 

一般封書 66 28 59 33 16 

合 計 3,538 3,007 2,567 3,005 3,415 

令和７年度 提出手段別受付件数の割合 

 

３ 個別広聴 

3,538 3,415
3,007 3,005

2,567

0

1,000

2,000

3,000

4,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

（件） 
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③  年代別受付件数 

 令和７年度の年代別受付件数では、30歳代が368件（10.8％）と最も多く、次

いで60歳代が320件（9.4％）となっています。 

 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

10歳未満 3 0 7 1 5 

10歳代 28 33 34 48 43 

20歳代 86 79 64 99 136 

30歳代 246 229 197 313 368 

40歳代 383 280 203 294 295 

50歳代 291 199 219 238 275 

60歳代 222 166 214 228 320 

70歳以上 252 190 208 233 281 

不 明 2,027 1,831 1,421 1,551 1,692 

合 計 3,538 3,007 2,567 3,005 3,415 

 

令和７年度 年代別受付件数の割合 

10歳未満
0.1%

10歳代
1.3% 20歳代

4.0%

30歳代
10.8%

40歳代
8.6%

50歳代
8.1%60歳代

9.4%
70歳以上

8.2%

不 明
49.5%

 
 

④  職種別受付件数 

令和７年度の職種別受付件数は、会社員が692件（20.3％）、無職が414件

（12.1％）の順に多くなっています。 

 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

会社員 525 450 424 538 692 

自営業 142 118 112 147 129 

公務員 67 55 54 51 115 

学 生 56 42 47 57 53 

無 職 410 304 326 341 414 

その他 426 308 265 309 285 

不 明 1,912 1,730 1,339 1,562 1,727 

合 計 3,538 3,007 2,567 3,005 3,415 
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令和７年度 職種別受付件数の割合 

会社員
20.3% 自営業

3.8%

公務員
3.4%

学 生
1.6%

無 職
12.1%

その他
8.3%

不 明
50.6%

 

 

⑤  居住区別受付件数 

令和７年度の居住区別受付件数は、浦和区と緑区が267件（7.8％）と最も多く、

続いて見沼区が256件（7.5％）の順となっています。 
 

年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

西 区 152 86 80 64 95 

北 区 147 118 166 143 180 

大宮区 127 94 117 134 158 

見沼区 202 232 212 174 256 

中央区 135 139 124 117 113 

桜 区 96 112 101 96 111 

浦和区 250 203 176 179 267 

南 区 216 147 203 156 217 

緑 区 203 212 186 217 267 

岩槻区 242 216 257 164 182 

市 外 117 96 207 575 636 

不 明 1,651 1,352 738 986 933 

合 計 3,538 3,007 2,567 3,005 3,415 

 

令和７年度 居住区別受付件数の割合 

西 区
2.8%

北 区
5.3% 大宮区

4.6%
見沼区
7.5%

中央区
3.3%

桜 区
3.3%

浦和区
7.8%

南 区
6.4%

緑 区
7.8%

岩槻区
5.3%

市 外
18.6%

不 明
27.3%

 

-6-



⑥  分野分類別項目件数 

令和７年度は、3,415件の「わたしの提案」が寄せられ、4,122項目の提案がありました。 

この4,122項目の提案を分野分類別にみると、「公共交通・道路」が452件（11.0％）と最も

多く、続いて「戸籍・住民票・税金・保険・年金」が256件（6.2％) 、「学校教育」が243件

（5.9％）の順となっています。 

  分野 分類 合計 割合 
(合計/項目合計) 

１ 

コミュニティ 

・ 

人権 

・ 

多文化共生 

地域活動 18 0.4% 

人権尊重 7 0.2% 

多文化共生等 16 0.4% 

その他 13 0.3% 

２ 環境 

地球温暖化対策 9 0.2% 

ごみ処理 77 1.9% 

生活環境・自然環境 58 1.4% 

その他 65 1.6% 

３ 

健康 

・ 

スポーツ 

健康づくり 21 0.5% 

スポーツ 66 1.6% 

その他 59 1.4% 

４ 教育 

学校教育 243 5.9% 

生涯学習 25 0.6% 

その他 31 0.8% 

５ 生活安全 

事故・防犯 144 3.5% 

消費者 4 0.1% 

生活衛生・食品 27 0.7% 

その他 30 0.7% 

６ 

福祉 

・ 

医療 

高齢者福祉 90 2.2% 

障害者福祉 109 2.6% 

地域医療 32 0.8% 

その他 145 3.5% 

７ 

子ども 

・ 

子育て 

子育て支援 92 2.2% 

青少年 57 1.4% 

その他 143 3.5% 

８ 文化 
文化芸術・歴史 23 0.6% 

その他 6 0.1% 

９ 都市インフラ 

都市基盤・広域交通網 41 1.0% 

都市景観 13 0.3% 

公共交通・道路 452 11.0% 

上下水道 39 0.9% 

その他 95 2.3% 
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  分野 分類 合計 割合 
(合計/項目合計) 

10 

防災 

・ 

消防 

防災・治水 24 0.6% 

消防・救急 6 0.1% 

その他 15 0.4% 

11 

経済 

・ 

産業 

産業 8 0.2% 

観光 22 0.5% 

農業 15 0.4% 

その他 21 0.5% 

12 
質の高い 

都市経営 

広報・広聴機能 33 0.8% 

ＩＣＴ 17 0.4% 

シティセールス 11 0.3% 

健全財政 15 0.4% 

その他 215 5.2% 

13 公共施設 

公園 182 4.4% 

スポーツ施設 11 0.3% 

図書館 53 1.3% 

公民館 182 4.4% 

コミュニティ施設 26 0.6% 

文化施設 41 1.0% 

市・区庁舎 47 1.1% 

その他 58 1.4% 

14 その他 

職員対応 98 2.4% 

職員給与・職員数・採用 29 0.7% 

戸籍・住民票・税金・保険・年金 256 6.2% 

議会・議員 13 0.3% 

選挙 43 1.0% 

お礼 5 0.1% 

その他 426 10.3% 

項  目  合  計 4,122 100% 
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令和７年度 分野分類別項目件数の割合 
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⑦  市政への反映状況 

令和７年度に寄せられた「わたしの提案」3,415件の中には、4,122項目の提案

がありました。 

この4,122項目の提案のうち、1,109件（26.9％）について、提案の一部または

全部を市政に反映しました。 

（令和８年７月１日現在） 

内 容 
令和７年度 

項目件数 割 合 

提案を反映した 1,109 26.9％ 

提案を反映させるため、現在、調査・検討を行って

いる 
390 9.5％ 

調査・検討を行ったが、提案内容を反映させること

はできなかった 
621 15.1％ 

法律や条例等（市条例を除く）に定めがある内容や

本市が所管する内容ではないため、提案を反映させ

ることができない 

331 8.0％ 

簡易な質問や礼状等のため、提案を反映させる内容

ではない 
1,671 40.5％ 

合 計 4,122 100％ 

 

 

令和７年度 市政への反映状況の割合 

提案を反映した
26.9%

提案を反映させるため、
現在、調査・検討を行っ

ている
9.5%

調査・検討を行ったが、提案内容
を反映させることはできなかった

15.1%

法律や条例等（市条例を除く）に定めが
ある内容や本市が所管する内容ではない
ため、提案を反映させることができない

8.0%

簡易な質問や礼状等の
ため、提案を反映させ

る内容ではない
40.5%
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⑧ 主な反映事例 

 

・市長公室 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

「わたしの提案」投

稿用封筒について 

市の施設で「わた

しの提案」投稿用封

筒を見つけました。

直接市長に声が届

くなら、スーパーマ

ーケットや郵便局

等多くの場所に置

いていただき、より

多くの市民の声を

聞いてください。 

「わたしの提案」投稿用封筒は、市役

所、区役所、公民館、図書館等市の施設

のほか、市内各駅、主要郵便局、大学等

にも設置しており、設置箇所は令和７年

度末時点で計290か所あります。 

また、ウェブによる投稿も可能となっ

ております。引き続き、多くのご意見を

寄せていただけるよう取り組んでまい

ります。 

 

・都市戦略本部 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

さいたま市のデジ

タル化の現状につ

いて 

市が進めている

デジタル化ですが、

若い人にとっては

便利かもしれませ

んが、高齢者にとっ

ては利用すること

が難しい場合もあ

るので、アナログで

の手続きも残して

ほしいです。 

デジタル機器に不慣れな方がいるこ

とも十分に認識しており、従来の窓口手

続も引き続きご利用いただけるよう進

めております。従来の窓口手続につきま

しては、窓口での負担軽減のため、「書

かない窓口」を導入し、手書きの記入を

なくすことで、待ち時間の短縮や手続の

簡素化を進めております。 

この取組は令和７年度中に全区役所

で導入しております。 
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・総務局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

井戸協力登録制

度の導入につい

て 

さいたま市に「井戸

協力登録制度」が必要

ではないでしょうか。

現在、さいたま市では

給水場所が111か所あ

りますが、十分な数で

はないと感じます。地

震や道路陥没のような

水道管の破損は、突然

起きるため、地域の中

で共有できる井戸がも

っと必要だと思いま

す。 

本市では、防災対策用指定井戸があり

ます。これは、災害時において地域住民

に生活用水を提供するため、自治会を基

礎として結成する自主防災組織が井戸

の所有者から承諾を得て指定した井戸

のことです。令和８年４月１日時点で

562件あり、災害時には、地域の住民が

生活用水として活用できるものとなっ

ております。引き続き、防災対策用指定

井戸の維持に取り組んでまいります。 

 

・財政局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

税金の使いみち

について 

税金がどのようなこ

とに使われているのか

を分かりやすくホーム

ページ等に載せていた

だき、子どもの教育等に

も使ってほしいです。 

本市では毎年「市税のしおり」という

冊子を作成のうえ市ホームページに掲

載し、市税の種類やその使いみち等をご

案内しているところです。特にその中の

「市税１万円の使いみち」の項目をぜひ

ご覧ください。 

公用車の運転に

ついて 

公用車が、住宅街の狭

い道ですれ違う時に道

を譲らず、減速しないの

で、とても危険です。市

民が安心して暮らせる

ように、公用車は模範と

なるような運転をして

ください。 

職員向け電子掲示板で注意喚起を行

い、公用車における運転関連法令の遵守

及び運転マナーについて、職員に対し改

めて周知しました。 
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・市民局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

西部文化センタ

ーの設備等につ

いて 

西部文化センターの

１階ロビーには机がな

く椅子のみしかありま

せん。机を設置し、ノー

トの使用やパソコン作

業等ができる環境にし

てほしいです。 

また、冷水機を使用で

きるようにしてくださ

い。 

西部文化センター１階ロビーにつき

ましては、市民の皆様がご利用しやすい

よう、テーブルも使用できる配置に変更

いたしました。 

また、故障していた冷水機につきまし

ては、令和８年２月に新しい冷水機を購

入し、設置いたしました。 

防犯パトロール

について 

朝方や夜の暗い時間

帯は危ないので、パトロ

ールを警察の方にお願

いしたいです。 

 防犯パトロールにつきましては、警察

にて日常業務として実施のほか、地域の

自治会の方々等に随時実施していただ

いております。加えて、こうした見回り

の人手には限界もありますので、日頃の

自主防犯活動の補完として、自治会が設

置する「地域防犯カメラ」への助成も行

っております。 

 今後も警察等関係機関と緊密に連携

しながら、犯罪のない安心して暮らせる

安全な社会の実現を目指し、防犯のまち

づくりを継続して推進してまいります。 

 

・スポーツ文化局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

旧市民会館おお

みや駐車場での

ボール遊びにつ

いて 

旧市民会館おおみや

の駐車場で、ボール遊び

をする人が多数います。

ボール遊びができない

ように対策をしてほし

いです。 

旧市民会館おおみやの駐車場は、関係

者以外立ち入り禁止のため、張り紙にて

立ち入り禁止を周知させていただきま

す。 
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タイトル 提案要旨 反映状況内容 

プラザノースの

遊戯室のおもち

ゃについて 

プラザノースの遊戯

室のおもちゃがかなり

劣化していて、ほとんど

遊ぶことができません。

利用を始めた４年前か

ら１度も交換やメンテ

ナンスがされていない

のがとても残念です。 

プラザノースの附属設備・備品の購入

については、今回のご提案をはじめ、利

用者の皆様からのご意見・ご要望を参考

とさせていただきつつ、施設運営に必要

な機能を損なうおそれのあるものから

優先して購入品の選定を行っておりま

す。遊戯室のおもちゃについてはご指摘

のとおり一部経年劣化が見受けられ、入

れ替えが必要であることから、新規購入

にて対応してまいります。 

北区役所の思い

やり駐車場につ

いて 

北区役所の思いやり

駐車場について、区役所

に入るための入口まで

に急な坂があり、身体が

不自由な方が、杖をつい

て利用するには危ない

と思います。 

また、「思いやり駐車

場」があるという案内を

もう少しアピールして

ほしいです。 

北区役所の駐車場は、施設の入口に近

い位置に障害者用駐車場を６台分設け

ており、思いやり駐車場については同様

に施設の入口に近い位置に駐車場所を

確保することが困難なことから、一般駐

車場に駐車場所を確保しております。 

また、思いやり駐車場の位置について

は、極力入口に近いこと及び車椅子の方

の利用を想定し、スロープが隣接してい

ることを考慮して現在の位置としてお

ります。なお、スロープの歩行が困難な

方については、施設にて無料で車椅子の

貸し出しを行っておりますのでご利用

ください。 

また、思いやり駐車場の案内につきま

しては、ご指摘のとおり分かりづらいも

のとなっていたため、思いやり駐車場後

方に設置してある案内標示について、よ

り確認しやすいように高い位置に案内

標示を追加で設置し、あわせて、ホーム

ページにおいても思いやり駐車場の案

内を掲載いたしました。 

盆栽四季の家の

自動販売機につ

いて 

盆栽四季の家にある

自動販売機がなくなっ

てしまったので、再度設

置してほしいです。 

盆栽四季の家の窓口で６月より清涼

飲料水を販売しております。必要に応じ

てお買い求めいただきますようお願い

します。 
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・保健衛生局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

性感染症検査に

ついて 

より多くの市民が性

感染症の検査を受けら

れるよう、夜間や土・日

曜日の検査枠の拡充を

ご検討いただきたいで

す。加えて、結果の受け

取りについても郵送や

オンライン通知等柔軟

な方法が選べるように

してください。 

本市保健所では、ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型

肝炎・Ｃ型肝炎の検査を通常は平日午前

に実施している他、平日夜間と日曜日に

もそれぞれ年２回実施しております。 

また、大宮駅前のＪＡＣＫ大宮におい

て、委託にてＨＩＶ・梅毒即日検査を月

１回、日曜日又は祝日に実施しておりま

すので、平日の受検が難しい場合、こち

らの利用もご検討いただきますようお

願いいたします。 

なお、これらの検査は匿名で実施して

おりますが、結果については受検者本人

であるかの確認と、今後の感染予防のた

めの保健指導を併せて行う必要がある

ため、対面でのお渡しとしておりますの

で、ご理解いただきますようお願いいた

します。 

与野駅東口公衆

トイレの要望に

ついて 

与野駅東口公衆トイ

レを綺麗にしてくださ

い。 

与野駅東口公衆トイレについては１

日１回の日常清掃と２か月に１回の定

期清掃を実施しております。 

また、定期的に点検を行い、必要に応

じて修繕や部品の取替えを実施してお

ります。 
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・福祉局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

寿楽荘のカラオ

ケについて 

寿楽荘のカラオケに

ついて、歌いたい曲が入

っていない場合がある

ので、カラオケ機械の更

新の検討をお願いしま

す。 

寿楽荘のカラオケ設備について、令和

７年度に更新をしました。 

心身障害者医療

費に係る精神障

害者保健福祉手

帳２級所持者へ

の医療費の助成

について 

精神障害者保健福祉

手帳２級の所持者に医

療費を助成してくださ

い。 

医療費の自己負担助成を行う心身障

害者医療費支給制度については、埼玉県

の補助事業として実施しており、この

度、県において、令和８年１月から精神

障害者保健福祉手帳２級の所持者かつ

自立支援医療（精神通院医療）の受給者

に係る、自立支援医療（精神通院医療）

の自己負担金額を新たな支給対象とす

る制度改正があり、本市においても開始

したところです。 
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・子ども未来局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

子育て支援施

設の充実につ

いて 

大宮駅周辺に子どもと

一緒に遊べる施設を増や

してほしいです。 

また、子育て支援セン

ターのおもちゃを少しで

も増やし、壊れているも

のは直す等、充実させて

ほしいです。 

なお、未就学児向けの

イベントも増やしてほし

いです。 

単独型子育て支援センターのおもち

ゃやイベント内容については、運営委託

先である各センターにおいて、企画、運

営をしておりますので、この度のご意見

については、各センターへ共有させてい

ただきます。 

また、本市では、単独型子育て支援セ

ンターをはじめ、保育所併設型子育て支

援センターやのびのびルームにて、子育

て中の親子が気軽に集い、相互交流や子

育ての不安・悩みを相談できる場とし

て、90か所以上の地域子育て支援拠点を

整備しております。 

現在、大宮駅周辺には、「子育て支援

センターおおみや」や「大宮南のびのび

ルーム」などの３歳未満のお子さんと保

護者の方を対象とした施設があります

ので、ぜひご利用ください。 

本市公式の子育て応援サイト「さいた

ま子育てＷＥＢ」から、上記の施設に関

する情報の閲覧や、様々な子育て関連施

設を地図から検索することもできます

ので、ご覧ください。 

多胎児妊婦へ

の妊婦健康診

査支援につい

て 

多胎児家庭への支援に

ついて、さいたま市独自

の政策がないように思い

ます。妊娠段階から、頻

度の多い妊婦健診、単胎

児とは比べられないほ

ど、経済的な負担を強い

られている状況です。 

本市の妊婦健康診査は、多胎児を妊娠

した妊婦が単胎妊娠の場合よりも頻回

の受診が推奨されていることを鑑み、多

胎を妊娠された方に対し、受診に伴う経

済的負担軽減を行うため、１回あたり上

限額5,000円、５回分の助成券の追加交

付をしております。通常の妊婦健康診査

が14回分の助成となっておりますが、不

足した際には、追加分の助成券のご利用

もご検討ください。 
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・環境局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

空き家情報の提

供について 

郵便事業者が、自治体

向けに空き家情報を提

供しています。空き家の

持ち主が分からなくて

困っている自治体が多

く、郵便事業者は引っ越

し情報から空き家の持

ち主を特定する情報を

自治体に提供していま

す。これを活用してはい

かがでしょうか。 

郵便事業者からの情報提供につきま

しては、一定の条件がありますが、本市

でも所在が不明な空き家等の所有者探

索方法として活用しているところです。

手数料がかかるものの、令和８年度より

対象となる空き家等が拡大されること

から、今後も所在が不明な空き家等の所

有者探索方法として活用してまいりま

す。 

衣類の交換会に

ついて 

市内のイベントの際

や衣替えの時期等で着

なくなった服を持ちよ

り交換会をしてほしい

です。まだ着られるのに

廃棄される衣類が減る

のではないでしょうか。 

不要になったまだ着ることができる

衣類につきまして、本市では資源物２類

の収集日に「繊維」として分別してお出

しいただけますとリユース・リサイクル

を行っております。 

また、リユース活動の促進及び環境負

荷の少ない社会を実現するため、民間事

業者と連携協定等を締結し、年に１回程

度で衣類を含む不要品の回収イベント

を本市主催で開催しております。こちら

についても同様に回収した衣類はリユ

ース・リサイクルを行っております。 

ご提案いただきました衣類交換会に

つきましては、民間事業者との連携可否

などを検討し、今後の市政推進の参考に

させていただきます。 
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タイトル 提案要旨 反映状況内容 

古紙類の出し方

について 

家庭ごみを出すにあ

たり、段ボールと段ボー

ル以外の紙の見分け方

を教えてください。 

また、段ボールと段ボ

ール以外の紙を間違え

て一緒に縛って出して

しまった場合、どのよう

な問題があるか教えて

ください。 

また、雑誌類（古本、

雑誌、カタログ等）と雑

がみを分けなければい

けない理由を教えてく

ださい。一般家庭では一

度に出す紙の量は少な

く、種類ごとに分けて出

すとひもで縛るほどの

量にはならず、手間がか

かるため、少量の紙の場

合は燃えるごみとして

出してもよいかどうか

教えてください。 

段ボールには波状の「中芯」と呼ばれ

る層が挟まれており、切り口にギザギザ

した層が見えます。それ以外の紙にはそ

のような層はありません。色が似ている

ものでも、断面にこの波状の層が確認で

きなければ段ボールではありません。 

段ボール以外の雑紙等が混入すると

再生段ボールの品質が低下し、リサイク

ルができず焼却処理となることもある

ため、段ボールは必ず他の紙類と分けて

排出していただく必要があります。 

また、「雑誌類」と「雑がみ」を分け

ていただくのは、リサイクルされる製品

や処理工程が異なるためです。これらを

混ぜるとリサイクルの効率や品質に影

響が生じます。 

なお、紙の量が少ない場合には、燃え

るごみとして出していただいて構いま

せん。特に、汚れの付いた紙や細かくち

ぎれた紙、少量の雑がみ等は資源として

の再利用が難しいため、燃えるごみで問

題ありません。ただし、量がまとまった

場合には資源として排出していただく

ことで、より多くの紙がリサイクルさ

れ、資源の有効活用につながります。 
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・経済局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

市内の観光地エ

リア別の地図に

ついて 

さいたま市の観光

地やグルメについて

記載された地図にお

いて、エリア別に記載

されているものがほ

しいです。 

本市では、市外から本市を訪れる観光

客に、徒歩と公共交通機関を利用して回

遊し、本市の魅力を知っていただきたい

と思い、市内の観光資源を４時間ほどで

巡るルートを８ルート策定しました。全

８ルートを掲載したルートマップ「さい

たま市内半日観光ルート『ＰＯＰｉｎ』」

を作成し、各ルート周辺で立ち寄れるグ

ルメやお土産を買えるお店等も紹介して

おります。 

また、本市の見どころを多く掲載した

観光ガイドブック「ＧＯＧＯ！ＳＡＩＴ

ＡＭＡＣＩＴＹ」を作成しております。

こちらも、大宮駅や浦和駅等の駅付近で

お楽しみいただけるグルメを地図付きで

ご紹介しております。 

銭湯（公衆浴場）

について 

昔ながらの銭湯を

残す努力をしてほし

いです。日本の伝統文

化の１つですし、なく

なって困る人もいる

と思います。 

公衆浴場は市民の日常生活において保

健衛生上必要なものであり、本市では、

設備の設置及び改修の費用、衛生用品や

衛生薬剤の購入等への補助を実施してお

ります。 

除草について 見沼区の畑で野菜

をつくっていますが、

この畑の南側に接す

る水路から「藪枯し」

や「葛」のつるが入っ

て来るので、除草して

ください。 

当該地の南側水路については当課管理

の水路のため、業者に依頼し、除草を行

いました。 
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・都市局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

さいたま市営武

蔵浦和南自転車

駐車場の換気に

ついて 

 さいたま市営武蔵

浦和南自転車駐車場

は、施設内に冷房設備

がないため、夏季は高

温になります。２階は

３つ窓がありますが、

１つの窓のみ開放し

ていて、換気が足りて

おらずサウナのよう

な状況になります。夏

季は全ての窓を開放

していただきたいで

す。 

現在、施設２階の窓開けについては、

急な風雨被害の防止のため、窓の枚数が

多いこと等の管理運営上の都合を踏まえ

て、長手方向両面（線路側、マンション

側）の窓を一枚置きに開放し換気する運

営をしております。 

しかしながら、指定管理者と協議した

結果、猛暑日等が頻発する夏季の一定期

間において、試験的に２階の窓開けを増

やす方向とさせていただきました。 

公園内にカフェ

などの施設を整

備することにつ

いて 

さいたま市には広

くて素敵な公園があ

りますが、軽食をとれ

る場所やカフェ等が

ほしいです。公園内に

パン屋等のお店がで

きた場所もあります

が、同じように水平展

開して魅力的な公園

づくりを進めてほし

いです。 

現在、公民連携手法の１つであるＰａ

ｒｋ－ＰＦＩを利用して、与野公園や三

室中央公園では、公園内に飲食店を設置

しております。 

また、令和８年10月にさぎ山記念公園

で売店及びＢＢＱ場、令和９年４月に（仮

称）岩槻南部新和西地区近隣公園でカフ

ェのオープンを予定しております。引き

続き、市内公園において民間事業者と連

携を図り、魅力ある公園づくりを行って

まいります。 

西大宮駅南口の

ムクドリ被害に

ついて 

西大宮駅南口駅前

広場に、夕方になると

大量のムクドリが飛

んできて、大量の羽や

糞尿が落ちる等の被

害があります。羽の吸

い込み、鳴き声による

騒音、鳥特有の悪臭等

健康被害を引き起こ

す心配がありますの

で早急な対処をお願

いします。 

西大宮駅南口駅前広場にムクドリが大

量発生していることは、本市としても把

握しており、植樹されているヤマザクラ

やトウカエデ等の枝葉や雑草が伸びる

と、ムクドリが集まる要因になっている

と考えられるため、草刈りや通常より短

めに枝の剪定をする等の対策を行ってい

るところです。今後は、草刈り・剪定に

加え、他に有効な対策がないか検討して

まいります。 
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・建設局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

ブロック塀の安

全確認について 

塀が倒れてきそうな

家があるので伝えてい

ただきたいです。そこ

は、子どもが近くを歩い

ていることも多く、心配

です。 

現地の状況を確認し、ブロック塀所有

者へ塀の安全確認と対策を講じるよう

お伝えしました。 

また、ブロック塀の除却・建替えの費

用助成に関する案内を行いました。 

自転車通行帯上

にある障害物に

ついて 

緑区の市道Ｌ－717号

線について、市道Ｌ－

1113号線方向へ進む自

転車通行帯上にまとま

った土が置かれていま

す。事故等防止のため、

回収をお願いします。 

自転車通行帯上の障害物につきまし

て、対象地の路面清掃をさせていただき

ました。 
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・西区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

マイナンバーカ

ードの受付につ

いて 

家族のマイナンバー

カードの更新時期が来

て、マイナンバーカード

交付の案内文書が来ま

した。受付時間が16時30

分までで、本人が窓口に

行くことができないた

め、代理人が窓口に行く

予定でしたが、通学等が

理由では、代理人が手続

きをする「やむを得ない

事情」には当たらないと

書かれていました。 

また、土・日曜日来庁

の予約はできませんで

した。受付時間を17時ま

で延長するか、通学事情

は代理人による手続き

を可能にする「やむを得

ない事情」に組み込むべ

きだと思います。 

はじめに、「マイナンバーカード交付

のご案内」の文書における「やむを得な

い理由」につきましては、当該理由の主

なものとして「病気、身体の障害、未就

学児」を挙げさせていただいております

が、小・中学生、高校生等の方でも、ご

本人の来庁が事情により困難な場合は、

代理の方による受け取りも可能として

おります。 

ご案内の文書において、「やむを得な

い理由」に「学業」といった理由が該当

せず、通学する小学生等が対象にならな

いととらえられる文章となっている点

につきましては、適切とは言えないた

め、記載内容を改め、より適切な説明と

なる文章に、修正いたしました。 

なお、マイナンバーカード受け取りの

最終の受付時間につきましては、交付の

手続に必要な暗証番号の設定等、交付準

備のための所要時間や来庁者対応の事

務体制等の事情により、16時30分とさせ

ていただいております。お忙しい中とは

存じますが、何卒、ご理解くださいます

ようお願い申し上げます。 

西区役所の床に

ついて 

西区役所の床がギシ

ギシと音をたてている

ので、頑丈なものに修繕

していただく等対応を

してください。 

西区役所庁舎は中規模修繕工事を実

施しております、修繕完了予定である令

和10年１月以降はそのような事象は起

こらないと存じます。修繕完了まではご

不便、ご不快な思いをさせてしまうかも

しれませんが、ご理解のほどお願いいた

します。 
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タイトル 提案要旨 反映状況内容 

国勢調査の調査

員について 

国勢調査について、調

査員の「調査員票」が見

えなかったので指摘し

たところ、「交代してい

る」とのことでした。調

査員は任命・委託制だと

認識しています。個人情

報やプライバシーにつ

いてきめ細かな対応が

必要な時代なので、再度

徹底と確認をお願いし

ます。 

調査員には調査員事務説明会の中で

調査員証を首から提げて調査員業務に

あたるよう指示しておりますが、それが

十分見えない状態で訪問したようで申

し訳ありませんでした。当該調査員に対

して注意すると共に、今後同様の統計調

査員事務説明会においてはより強く指

示するように内容を改善します。 

 

・北区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

道路の陥没につ

いて 

北区「市民の森」北西

側の、見沼代用水沿いの

管理道路の１本東側の

砂利道の多数の陥没を

直していただくことは

可能でしょうか。 

現場を確認し、修繕箇所の場所の特定

を行ったうえ、穴埋めの修繕工事対応を

行いました。 

 

・大宮区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

旧桜木町駐車場

北側道路の注意

喚起について 

生活道路が抜け道と

して利用されており、周

辺住民が危険を感じる

ことが多いです。道路の

入口に注意喚起の看板

を、現状より目立つよう

に設置し、走行する車両

に注意喚起していただ

きたいです。 

現地確認を行い、走行車両に注意喚起

を促す看板と電柱幕を、それぞれ１か所

ずつ交換して目立つものを設置しまし

た。 
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タイトル 提案要旨 反映状況内容 

地下駐車場への

出入口について 

大宮区役所と、ＳＬが

ある公園の間にある道

路に駐車している車の

取締りをお願いします。

特に土・日曜日は、車で

図書館の地下駐車場に

入る際にとても迷惑し

ています。 

大宮区役所１階にある防災センター

と、警察署に情報提供を行い、巡回頻度

を上げてもらうようにしました。 

 

   ・見沼区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

見沼区役所から

七里駅までの街

路灯について 

見沼区役所から七里

駅までの道は、街路灯が

少なく、夜は危険なの

で、街路灯を増やしてほ

しいです。 

現地調査の結果、交通安全上、街路灯

の必要性が高い地点であったため、設置

可能な電柱に追加の設置を行いました。 

 

・中央区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

中央区役所の授

乳室について 

中央区役所内の授乳

室は、窓口の前に設置さ

れており、外から中の様

子がガラスのシルエッ

ト等で見えそうです。公

共施設内なので、一定基

準以上で設置をしてい

ただけると安心して利

用ができます。 

中央区役所は建物の老朽化等により、

今後、建替え予定となっており、建替え

の際は、いただいたご意見を参考とさせ

ていただき、市民の皆様が安心して、よ

り快適に利用できる授乳室を設置して

まいります。 

また、ご意見を反映させていただき、

すりガラスの部分に模造紙を張り、ガラ

ス越しに外から中の様子がシルエット

として見えないよう対応しました。 

なお、授乳室内の明るさが調整できる

よう授乳ライトを設置しました。 
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・桜区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

横断歩道上の車

について 

車が横断歩道の上に

止まってしまうことが

あり迷惑しています。看

板をたてる等、対策をし

ていただくようお願い

します。 

横断歩道上に車が停車する件につい

ては、交通規制を取り扱う警察署の所管

になりますので、管轄する警察署に情報

提供させていただきました。 

一方、本市で対応できることを現地確

認し、検討した結果、横断歩道の停止線

の手前に、停止線を強調する路面表示を

設置し、横断歩道上に停車する車が少な

くなるよう対策しました。 

 

・浦和区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

浦和駅東口銀行

前歩道の石畳段

差について 

駅前の歩道の石畳に

ついて、アスファルト掘

削によりはがされてい

ない石畳の部分が傾き

マンホール付近に段差

が生じている状態が、９

か月間も続いているた

め、対応をお願いしま

す。 

マンホール付近の段差につきまして

は、注意喚起表示テープを路面に貼り付

け、修繕についても業者へ発注し、修繕

を行いました。 

工事については、南部建設事務所土木

管理課から施工業者へ、石畳をはがした

部分及びそれらに隣接している石畳の

段差について指導しました。 

 

・南区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

悪質な走行マナ

ーの改善要望に

ついて 

笹目川沿いの歩道に

おいて、危険な走行をす

る自転車が多発してい

るため、対策をお願いし

ます。 

令和８年２月17日にご指摘の要望箇

所周辺を確認し、市民の皆様が安全に通

行できる環境を整えるため、看板等の設

置により、交通安全の注意喚起を行いま

した。 

 

・緑区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

注意喚起看板の

設置について 

路上駐車が頻繁に見

受けられるため、路上駐

車禁止の啓発看板を設

置してください。 

現地調査を実施したうえで、注意看板

を設置しました。 
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・岩槻区役所 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

歩道上の標識に

ついて 

道路上に通行上の支

障となっている標識が

あるので撤去してくだ

さい。 

現場確認を行い、標識を撤去しまし

た。 

道路の除草につ

いて 

早急に草刈りをして

いただきたいです。 

現地確認を行い、草刈りを実施しまし

た。 

 

・消防局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

防火水槽の看板

について 

「防火水そう」と記載

された看板が錆びてい

るため、新しいものに交

換をしてください。 

防火水槽の看板（標識）交換に関しま

して、現地確認を行い、当該標識は看板、

支柱ともに錆により腐食していること

を確認しました。 

しかしながら、標識を改修することに

なると、隣接する民地構造物に影響を及

ぼす可能性があり、難しい状況です。 

また、撤去しても支障がないものと判

断できたため、安全性を考慮して当該標

識を撤去しました。 

歩きたばこにつ

いて 

時間、場所を問わず歩

きたばこは犯罪だとす

べきではないでしょう

か。火災になれば住宅が

密集しているさいたま

市で消防活動は大変で

す。 

歩きたばこによる吸い殻の落下や投

げ捨ては、火災発生の一因となる可能性

があり、日頃から市民の皆様へ火気の適

切な取扱いを呼びかけているところで

す。歩行中の喫煙を含む、火気の不適切

な使用により火災が発生しないよう、引

き続き啓発活動や指導を実施してまい

ります。 

また、火災危険行為に関する情報が寄

せられた際には、現場状況を踏まえ、必

要な助言や注意喚起を行ってまいりま

す。 
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・水道局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

浦和駅西口水道

工事の施工体系

図について 

浦和駅西口ロータリ

ーで行われている水道

工事について、掲示され

ている施工体系図等が、

車道へ向いて掲示され

ているため、実際には内

容を確認することがで

きません。是正してくだ

さい。 

掲示している施工体系図等を歩道側

にも見えるように設置するよう施工業

者に指示しました。その後、歩道側に見

えるように、追加で施工体系図等の設置

をしたことについて確認しました。 

粗悪道路の舗装

の要望について 

宮原駅付近の県道164

号線の歩道および車道

左側について、粗悪な状

態のままになっており、

不便かつ危険であるた

め、早急に整備してほし

いです。 

ご指摘いただきました水道管布設替

工事に伴う舗装状態につきまして、舗装

をきれいに施工しなおす工事を令和７

年11月下旬から12月上旬にかけて行い

ました。 

 

・教育委員会事務局 

タイトル 提案要旨 反映状況内容 

熱中症・暑さ対

策について 

さいたま市の小・中学

校の体育館にエアコン

を設置していただける

と、子どもたちも安心し

て活動ができると思い

ます。 

教育委員会といたしましては、昨今の

異常気象に鑑み、教育環境の向上及び避

難所機能強化の観点より、令和４年度か

ら市立中学校の体育館に空調設備の整

備を進めており、令和７年度末までに全

市立中学校58校のうち57校への整備が

完了し、残りの１校も令和８年６月に整

備が完了しました。 

また、令和８年度から市立小学校の体

育館に空調設備を順次整備していく計

画となっておりますので、引き続き早期

整備に向けて取り組んでまいります。 
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タイトル 提案要旨 反映状況内容 

大和田小学校付

近の大和田公園

通りにおける押

しボタン式信号

機の設置につい

て 

大和田公園通りは朝

夕とも比較的交通量が

多いため、児童が道路を

横断する際に使用する

横断歩道に押しボタン

式の信号機の設置をお

願いしたいです。 

設置に向け警察と協議を重ね、大和田

小学校の正門前の道路と大和田公園通

りの交差点の位置に押しボタン式信号

機が設置されました。 

青少年宇宙科学

館駐車場待ちの

車両について 

「青少年宇宙科学館」

の駐車場が狭く、入れな

い車が駐車場前の道路

に駐停車していてとて

も危険です。土・日曜日

と祝日、夏休みは警備員

に常駐していただきた

いです。車は近隣のコイ

ンパーキングに即移動

させてください。 

土・日曜日、祝日及び夏休み等学校の

長期休暇等、自家用車での来館者が多く

なる時期については、道路の安全確保に

向け、警備員の配置の見直しを行ってま

いります。 

また、併せて自家用車での来館を控

え、公共交通機関、自転車での来館を広

報してまいります。 

日進公民館のス

リッパについて 

日進公民館は、新型コ

ロナウイルスの流行収

束後も、利用者用のスリ

ッパがありません。他の

公民館は自由にスリッ

パが利用できます。以前

の運用に戻していただ

き、利用者用のスリッパ

を置いてください。 

日進公民館では、感染症予防等衛生面

の観点から利用者用のスリッパを置い

ておりませんでしたが、上履きをお忘れ

になる方もおられるため、利用者の方の

スリッパを用意しました。 
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⑨ 市長への提案制度「わたしの提案」における、「市民の声」の流れ 
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修正                                                    修正 

提出                                                     提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

市   民 所 管 課 広 聴 課 市   長 

「わたしの提案」提出 

(専用封筒・ＦＡＸ・ 

「市民の声Ｗｅｂ」) 

提案の受付 

回答(案)作成・提出 

回答(案)調整 

※複数課にまたがる場合 

回答書（案）作成 

 

回答（案）報告 

回答(案)確認、 

署名・指示 

回答(案) 

調整 

回答(案) 

修正 

回答書発送 回  答 

公 表 

ホームページ 

市政への 

反映状況確認 

施策等への 

反映について検討 

回答作成 

市長回答 

回  答 

回答確認依頼 回答確認 

指示事項伝達 必要に応じ指示 追加対応 

直接対応 
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 ⑵ 陳情・要望等 

 

   市政に対する陳情・要望等は、その業務の担当所管で受け付け対応します。 

 

① 令和７年度受理件数（令和８年７月１日現在）・・・・・・・  381件 

 

② 令和７年度局別受理件数         

（令和８年７月１日現在） 

 

③ 過去の受理件数 

 
年 度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

受付件数 231 249 410 366 

※各年度 翌年７月１日現在 

 

局 件数 局 件数 

市長公室 3 見沼区役所 4 

都市戦略本部 3 中央区役所 0 

総務局 6 桜区役所 4 

財政局 16 浦和区役所 41 

市民局 3 南区役所 32 

スポーツ文化局 14 緑区役所 50 

保健衛生局 4 岩槻区役所 1 

福祉局 8 消防局 0 

子ども未来局 13 出納室 0 

環境局 8 水道局 1 

経済局 12 議会局 0 

都市局 50 教育委員会事務局 21 

建設局 21 選挙管理委員会事務局 0 

西区役所 63 人事委員会事務局 0 

北区役所 1 監査事務局 0 

大宮区役所 2 農業委員会事務局 0 

合 計 381 
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⑴ タウンミーティング 

 
   市民と市の信頼関係の構築と、市民の声の市政への反映を目的として、市民と市

長が直接対話するタウンミーティングを平成 21年度から実施しています。 

 

令和７年度実施状況 

テ ー マ 地域の暮らしを支える移動について考えよう 

テーマ所管課 交通政策課 

実施日 時間 開催区 場所 
参加者 

（傍聴者含む） 

令和７年７月 31日 18:30～20:00 大宮区 
大宮区役所  

４階 401・402 会議室 
21 

令和７年８月２日 9:30～11:00 南区 
武蔵浦和コミュニティセンター

第７・８・９集会室 
19 

令和７年８月２日 14:00～15:30 緑区 
緑区役所  

３階 ３Ａ・３Ｂ・３Ｃ会議室 
18 

令和７年８月６日 18:30～20:00 浦和区 
浦和コミュニティセンター  

第 15 集会室 
16 

令和７年８月 23日 9:30～11:00 岩槻区 
岩槻駅東口コミュニティセンター

多目的ルームＡ・Ｂ 
21 

令和７年８月 23日 14:00～15:30 見沼区 
東大宮コミュニティセンター 

第１・２集会室 
19 

令和７年８月 26日 18:30～20:00 ― オンライン（ＺＯＯＭ） 18 

令和７年８月 30日 9:30～11:00 西区 
馬宮コミュニティセンター  

多目的ホール 
19 

令和７年８月 30日 14:00～15:30 中央区 
与野本町コミュニティセンター

１階 第３・４会議室 
18 

令和７年９月２日 16:00～17:00 ― 
オンライン（ＺＯＯＭ） 

※小学生との意見交換 
23 

令和７年９月６日 14:00～15:30 北区 
宮原コミュニティセンター  

多目的ホール 
21 

令和７年９月７日 14:00～15:30 桜区 
桜区役所 

４階 大会議室 
14 

合 計 227 

４ 集団広聴 
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・項目別件数 

①一般公募 

傍聴者及び小学生との意見交換の参加者を除いた参加者 185 名から 295 件の意見等

をいただきました。 

  テーマに関する意見 293 件 

  その他の意見     2 件 

 
テーマに関する意見 

  

 

 

その他の意見 
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②小学生対象との意見交換 

 参加者 23 名（５校）から 35件の意見等をいただきました。 

 

 

項目 主な内容

バリアフリー・ユニバーサルデ
ザインと案内

　　　　　　　　　　　　　　　　　8件

・ノンステップバスを増やして、高齢者や子供連れなど誰もが快適に利用できるようにしてほし
い。
・バス車内に現在地や路線図、多言語対応の案内を分かりやすく表示して、誰もが安心して利
用できるようにしてほしい。
・バスや電車に優先席や座席を増やして、障害のある人が安心して座れるようにしてほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

公共交通の拡充・ネットワーク
整備
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　7件

・バス停や駅へのアクセスを改善してほしい。
・駅やバス停の数を増やしてほしい。
・高齢者が病院などに行ける小さめのバスを導入してほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

自転車・歩行者の安全・快適性
向上

　　　　　　　　　　　　　　　　　5件

・自転車の通行幅を広げて、車との距離を保ち安全に走行できるようにしてほしい。
・天候に左右されず移動できるよう、屋根付きの道や地下道を増やしてほしい。
・歩道の道路側を自転車レーンにして、歩道と分離することで安全に通行できるようにしてほし
い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

需要喚起・料金・運営体制・人
材確保

　　　　　　　　　　　　　　　　　8件

・優先席を譲ることを促すポスターを作って、思いやりのある利用を広げてほしい。
・CG体験を通じて、若い人に運転手の仕事に興味を持ってもらうとよい。
・バスの運賃を年代別に設定し、高齢者や中学生以下の移動を支援してほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

新技術・新モビリティの導入

　　　　　　　　　　　　　　　　　7件

・自動運転バスを導入してバスの本数を増やし、運転手不足や人件費の課題を解決するとよ
い。
・トゥクトゥクを導入するとよい。
・さいたま市にLRT（次世代型交通システム）を整備して、渋滞の影響を受けず誰もが利用しや
すい交通手段を提供するとよい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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１ 

 

 

 ⑴ 市民意識調査（郵送法） 
 

市民意識調査は、経年的に市政全般にわたる市民の満足度や要望を把握し、その

調査結果を今後の施策や事業の推進に反映することを目的として、平成 19 年度か

ら実施しています。 

調査は、市内在住者のほか、市内の事業所に協力をいただき、市外から市内へ通

勤する市内在勤者についても対象として行っています。 

 

  ① 在住者意識調査 

    ・調 査 地 域：さいたま市全域 

    ・調 査 対 象：さいたま市在住の満 18 歳以上の男女 

    ・調査対象数：5,000 人 

    ・抽 出 法：住民基本台帳に基づく層化多段無作為抽出 

    ・調 査 方 法：郵送配布・郵送又はＷＥＢ回収法 

    ・調 査 項 目：地域での生活、さいたま市のイメージ、市政との関わり、 

市政への満足度・重視度、防犯対策、ＳＤＧｓ、 

今の地域を選んだ理由 

 

  ② 在勤者意識調査 

    ・調 査 地 域：さいたま市全域の事業所 

    ・調 査 対 象：さいたま市外からさいたま市内の事業所に通勤する満 18 歳以

上の男女 

    ・調査対象数：2,000 人 

・抽 出 法：市内の事業所を無作為に抽出し、事業所を通じて個人への調査

を依頼 

    ・調 査 方 法：郵送配布・郵送又はＷＥＢ回収法 

    ・調 査 項 目：さいたま市のイメージ、市内での活動 

 

５ 調査広聴 

-35-



  ③ 年度別実績 

調査種類 対象者数 年度 回答者数 回答率 

在住者調査 5,000 人 

令和３年度 2,642 人  52.8 % 

令和４年度 2,513 人  50.3 % 

令和５年度 2,215 人  44.3 % 

令和６年度 2,227 人  44.5 % 

令和７年度 2,240 人  44.8 % 

在勤者調査 2,000 人  

令和３年度 598 人  29.9 % 

令和４年度 730 人  36.5 % 

令和５年度 550 人  27.5 % 

令和６年度 710 人  35.5 % 

令和７年度 629 人  31.5 % 

 
④ 主な結果 

「住みやすさ」と「定住意向」の推移 

74.0 75.9 76.2 78.5 79.8 
81.6 81.8 80.7 

82.9 83.2 83.4 84.2 84.4 86.3 85.6 
87.2 

86.6 86.4 86.1 

82.1 82.2 83.1 

79.8 
81.3 

82.5 82.1 
83.5 84.3 84.6 

82.9 

86.1 86.2 
85.0 85.2 

87.1 
85.2 

87.2 86.9 

70

80

90
住みやすい 定住意向(％) 
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 施策への満足度・不満度（上位６項目） 

【満足度 上位６項目】          【不満度 上位６項目】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 今後特に重視してほしいと思う施策（上位 10項目） 
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在住者意識調査自由意見 
 

    在住者意識調査の回答者に、本市に対する意見や要望を自由記述形式で聞いたと

ころ、692 人から 1,253 件の意見等が寄せられました。 

大項目 中項目 件数 

1  コミュニティ・ 

人権・多文化共生 

（ 80 件） 

⑴ 地域活動 7 

⑵ 人権尊重 1 

⑶ 多文化共生等 72 

⑷ その他 0 

2  環境 

  （ 79 件） 

⑴ 地球温暖化対策 4 

⑵ ごみ処理 22 

⑶ 生活環境・自然環境 42 

⑷ その他 11 

3  健康・スポーツ 

  （ 29 件） 

⑴ 健康づくり 0 

⑵ スポーツ 29 

⑶ その他 0 

4  教育 

  （ 70 件） 

⑴ 学校教育 58 

⑵ 生涯学習 12 

⑶ その他 0 

5  生活安全 

  （ 117 件） 

⑴ 事故・防犯 111 

⑵ 消費者 2 

⑶ 生活衛生・食品 0 

⑷ その他 4 

6  福祉・医療 

  （ 95 件） 

⑴ 高齢者福祉 17 

⑵ 障害者福祉 6 

⑶ 地域医療 38 

⑷ その他 34 

7  子ども・子育て 

  （103 件） 

⑴ 子育て支援 97 

⑵ 青少年 3 

⑶ その他 3 

8  文化 

  （  8 件） 

⑴ 文化芸術・歴史 8 

⑵ その他 0 

9  都市インフラ 

  （318 件） 

⑴ 都市基盤・広域交通網 70 

⑵ 都市景観 64 

⑶ 公共交通・道路 153 

⑷ 上下水道 15 

⑸ その他 16   

-38-



大項目 中項目 件数 

10 防災・消防 

  （ 12 件） 

⑴ 防災・治水 10 

⑵ 消防・救急 1 

⑶ その他 1 

11 経済・産業 

  （ 50 件） 

⑴ 産業 39 

⑵ 観光 8 

⑶ 農業 2 

⑷ その他 1 

12 質の高い都市経営 

  （171 件） 

⑴ 広報・広聴機能 27 

⑵ ＩＣＴ 21 

⑶ シティセールス 6 

⑷ 健全財政 60 

⑸ その他 57 

13 その他・総合 

  （121 件） 

⑴ 総合（政策・職員・組織など） 87 

⑵ 市民意識調査 14 

⑶ その他 20 

合   計 1,253 

 

 

 

在勤者意識調査自由意見 

 

在勤者意識調査の回答者に、本市に対する意見や要望を自由記述形式で聞いたとこ

ろ、105 人から 152 件の意見等が寄せられました。 

大項目 中項目 件数 

1 コミュニティ・ 

人権・多文化共生 

  （  8 件） 

⑴ 地域活動 1 

⑵ 人権尊重 0 

⑶ 多文化共生等 7 

⑷ その他 0 

2  環境 

  （  8 件） 

⑴ 地球温暖化対策 0 

⑵ ごみ処理 3 

⑶ 生活環境・自然環境 5 

⑷ その他 0 

3  健康・スポーツ 

  （  6 件） 

⑴ 健康づくり 1 

⑵ スポーツ 5 

⑶ その他 0 

4  教育  

  （  1 件） 

⑴ 学校教育 1 

⑵ 生涯学習 0 

⑶ その他 0   
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大項目 中項目 件数 

5  生活安全 

  （  14 件） 

⑴ 事故・防犯 14 

⑵ 消費者 0 

⑶ 生活衛生・食品 0 

⑷ その他 0 

6  福祉・医療 

  （  4 件） 

⑴ 高齢者福祉 1 

⑵ 障害者福祉 0 

⑶ 地域医療 3 

⑷ その他 0 

7  子ども・子育て 

  （  2 件） 

⑴ 子育て支援 2 

⑵ 青少年 0 

⑶ その他 0 

8  文化 

  （  1 件） 

⑴ 文化芸術・歴史 1 

⑵ その他 0 

9  都市インフラ 

  （ 54 件） 

⑴ 都市基盤・広域交通網 23 

⑵ 都市景観 5 

⑶ 公共交通・道路 23 

⑷ 上下水道 2 

⑸ その他 1 

10 防災・消防 

  （  1 件） 

⑴ 防災・治水 1 

⑵ 消防・救急 0 

⑶ その他 0 

11 経済・産業 

  （ 10 件） 

⑴ 産業 4 

⑵ 観光 4 

⑶ 農業 1 

⑷ その他 1 

12 質の高い都市経営 

  （ 29 件） 

⑴ 広報・広聴機能 1 

⑵ ＩＣＴ 0 

⑶ シティセールス 4 

⑷ 健全財政 4 

⑸ その他 20 

13 その他・総合 

  （ 14 件） 

⑴ 総合（政策・職員・組織など） 2 

⑵ 市民意識調査 5 

⑶ その他 7 

合   計 152 
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⑵ インターネット市民意識調査 
 

インターネット市民意識調査は、郵送による市民意識調査と同様に、市民の満足

度や要望を把握し、今後の施策や事業の推進に反映することを目的としており、庁

内の調査希望に応じて、タイムリーな事柄についての調査を平成 23 年度から実施

しています。 

 

・調査対象：さいたま市在住の満 18 歳以上 69歳以下の男女の計 1,000 人（委託業者

に登録しているモニター） 

       内訳として、18～29 歳・30～39 歳・40～49 歳・50～59 歳・60～69 歳の

男女各 100 人 

 ・実施時期：令和７年度は、７月、８月、11月、２月で計４回実施 

 

７月調査  計 20 問 

さいたまスイーツ（商業振興課）、低栄養の予防（いきいき長寿推進課）、さいたま市

市民保養施設（市民生活安全課）、さいたま市の地球温暖化対策（ゼロカーボン推進戦

略課）、犯罪被害者支援（市民生活安全課）、自殺予防事業（危機管理課） 

実施 ７／４～７／23 

結果 ８月 29 日 インターネット上で公表 

 

 

 

  

調査結果（抜粋） 
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８月調査  計 20 問 

ＳＮＳ（広報課）、市議会の広報（秘書総務課）、区役所における窓口サービス（区政

推進部）、さいたまキッズな City 大会宣言（子ども・青少年政策課）、家庭での災害時

の備え（防災課） 

実施 ８／１～８／15 

結果 ９月 30 日 インターネット上で公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月調査  計 20 問 

さいたま市の生活環境への満足度（環境総務課）、人とのつながり（地域福祉推進室）、

がん検診（健康支援課）、保健所における性感染症検査事業（感染症対策課）、プレコ

ンセプションケア（母子保健課）、成年後見制度（高齢福祉課）、民生委員・児童委員

（福祉総務課） 

実施 10／31～11／17 

結果 12 月 26 日 インターネット上で公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果（抜粋） 

調査結果（抜粋） 
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２月調査  計 20 問 

市報さいたま（広報課）、さいたま市のテレビ広報番組（広報課）、有機農産物（農業

政策課）、食品ロス削除（資源循環政策課）、さいたま国際芸術祭（文化政策室）、市民

活動への参加状況（市民協働推進課）、平和に対する考え（総務課） 

実施 １／30～２／16 

結果 ３月 31 日 インターネット上で公表 

 

 
調査結果（抜粋） 
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⑶ デジタル意見ひろば（市民参加型意見共有デジタルプラットフォーム） 
 

市が設定したテーマについて、市民が時間や場所の制約を受けずに、スキマ時間

に気軽に意見やアイデアを投稿し、市民と市が意見を共有できるウェブ上のツー

ルで、投稿された意見は、施策に反映・活用していくものです。 

令和７年度から実施しており、初年度となる令和７年度においては、以下のテー

マについて意見募集を実施しました。 

 

・令和７年度デジタル意見ひろば実施状況 

 

・主なコメント内容 

№ テーマ 主なコメント 

１ 

さいたま市役所本庁

舎が移転した後、ど

んな場所になったら

いいですか 

・浦和駅からも比較的近い場所に新たなスタジアムを建設

し、来場者の利便性向上及び、浦和市街地の経済効果にも

つなげてはどうか。 

・スタートアップ企業が入り、研究機関の入る場所。 

・商業施設と、子育て家族が立ち寄りやすい広場や図書館の

ような子育て世代が有難い機能を併設した場所。 

・子どもが楽しめて、大人も過ごしやすい公園・広場。 

・さまざまなスポーツの国際大会にも対応できる大型屋内ス

ポーツ施設。 

・一つの目的に絞るのではなく、多様な用途を持った施設。 

・大型の医療センター 

№ テーマ 意見募集期間 担当課 
総コメント数 

（件） 

総いいね数

（件） 

１ 

さいたま市役所本庁舎が

移転した後、どんな場所

になったらいいですか 

令和７年８月 28日

から 10 月５日まで 

都市経営 

戦略部 
837 1,859 

２ 

避難所をみんなで協力し

て運営するのに必要なこ

とは？ 

令和７年 11 月 20 日

から 12 月 25 日まで 
防災課 174  63 

合計 1,011 1,922 
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№ テーマ 主なコメント 

２ 

避難所をみんなで協

力して運営するのに

必要なことは？ 

【避難所運営】よりよくするために必要な工夫 

・協力してくれる有資格者やスキル保持者の名簿作成をルー

ル化してはどうか。 

【備蓄】自宅で準備した方がいいもの 

・基本は自助であることをもっと訴え、個人の備えを充実さ

せるべき。 

【備蓄】地域で準備した方がいいもの 

・災害用の洋式トイレ 

【備蓄】市の倉庫等にあった方がいいもの 

・暑さ寒さをしのげ、プライバシーが多少なり守られる設備。

具体的には、毛布、扇風機、段ボール、ベッドなど。 
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市民の種々の困りごとなどに対して、各種の相談窓口を設けるなど個々のケースに即

した適切なアドバイスや回答を行い、市民生活の安定に寄与しています。 

 

⑴  令和７年度実施状況  ※所管課：市民生活安全課 

 

６ 住民相談 

件数
全10区で実施

○日時：月4～5回　13：00～17：00
○相談方法：予約制の面接・電話方式

○相談員：弁護士
北区・大宮区・南区で実施

○日時：月1回　13：00～17：00
○相談方法：予約制の面接・電話方式
○相談員：弁護士

大宮区・中央区・南区で実施
○日時：月1回・（中央区 隔月1回）

　　　　13：30～16：30
○相談方法：予約制の面接・電話方式

○相談員：税理士
全10区で実施

○日時：月1回　13：30～16：30
○相談方法：予約制の面接・電話方式

○相談員：司法書士
大宮区・中央区・浦和区・岩槻区で実施
○日時：月1回　13：30～16：30

○相談方法：予約制の面接・電話方式
○相談員：土地家屋調査士

北区・桜区・浦和区・南区・緑区で実施
○日時：月1回・（桜区・浦和区・緑区 隔月1回）

　　　　13：30～16：30
○相談方法：予約制の面接・電話方式

○相談員：社会保険労務士
北区・大宮区・中央区・南区・緑区・岩槻区で実施
○日時：月1回　13：30～16：30

○相談方法：予約制の面接・電話方式
○相談員：行政書士

大宮区・中央区・浦和区・岩槻区で実施
○日時：月1回 9：00～12：00又は13：30～16：30

○相談方法：先着順による面接方式
○相談員：行政相談委員

大宮区で実施
○日時：月2回　13：30～16：30

○相談方法：予約制の面接・電話方式
○相談員：専門相談員
大宮区で実施

○日時：週4回　9：00～12：00
○相談方法：先着順による面接・電話方式

○相談員：専門相談員
大宮区で実施

○日時：月・木曜日　9:00～12:00・13:00～16:00
　　　　水曜日　13:00～16:00（受付15:30まで）

○相談方法：先着順による面接・電話方式
○相談員：専門相談員

4,307

税理士の相続税・贈与税相談 166

相　　談　　区　　分

法律相談（民事一般） 2,792

法律相談（多重債務） 129

司法書士の登記・法律相談 596

土地家屋調査士の登記相談 72

社会保険労務士の年金・保険・労務相談 124

行政書士の相続遺言・内容証明相談 208

行政相談 10

借地・借家相談 74

合計

外国人生活相談 42

交通事故相談 94
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   市政への市民の参画を促すとともに、市民と行政との協働による透明性の高い公

正な市政運営を図るため、パブリック・コメント制度を平成 15 年度から実施してい

ます。 

 

 ⑴ 年度別実績 

 

   項目   

年度 
実施件数 

意見提出 

件数 

意見項目 

件数 

修正項目 

件数 

修正率 
修正項目件数/意見項目

件数 

令和３年度 17 501 872 79 9.1% 

令和４年度 19 230 521 83 15.9% 

令和５年度 21 1,293 1,674 100 6.0% 

令和６年度 12 84 146 15 10.3% 

令和７年度 31 376 697 52 7.5% 

 
 
 ⑵ 令和７年度実績 

 

№ 条例・計画等の名称 
担当課 

(名称は当時のもの) 

意見 

提出件数 

意見 

項目件数 

修正 

項目件数 

１ 
（仮称）さいたまスポーツシューレ推進

施設基本計画（案） 
スポーツ政策室 21 43 4 

２ 
中間見直しに係る「さいたま市総合振興

計画基本計画（改定素案）」 
都市経営戦略部 6 10 1 

３ さいたま市立地適正化計画（中間案） 都市計画課 16 7 3 

４ 
さいたま市総合都市交通体系マスター

プラン（素案） 
交通政策課 1 1 0 

５ 

さいたま市被保護者等住居・生活サービ

ス提供事業の業務の適正化等に関する

条例の一部を改正する条例（骨子案） 

生活福祉課 0 0 0 

６ 
人権教育及び人権啓発推進 さいたま市

実施計画【令和８～12 年度】素案 

人権政策・男女共

同参画課 
13 20 1 

７ パブリック・コメント 
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№ 条例・計画等の名称 
担当課 

(名称は当時のもの) 

意見 

提出件数 

意見 

項目件数 

修正 

項目件数 

７ 
さいたま市第２期再犯防止推進計画（素

案） 
地域福祉推進室 6 8 1 

８ さいたま市消防水利整備基準（改定案） 消防施設課 0 0 0 

９ さいたま市下水道浸水対策計画（素案） 下水道計画課 7 16 2 

10 
さいたま市新庁舎整備基本設計説明書 

（素案） 
都市経営戦略部 146 204 15 

11 
さいたま市現庁舎地利活用計画（骨子）

（素案） 
都市経営戦略部 19 33 2 

12 

地方税賦課徴収に関する事務に係る「特

定個人情報保護評価書（全項目評価書）」

改訂版（素案） 

税制課 0 0 0 

13 さいたま市立地適正化計画（素案） 都市計画課 3 4 0 

14 
さいたま市建築物耐震改修促進計画（素

案） 
建築総務課 0 0 0 

15 
第２次さいたま自転車まちづくりプラ

ン～さいたまはーと～（素案） 

自転車まちづくり

推進課 
2 2 0 

16 
公の施設に係る使用料見直しの基本的

な考え方（素案） 
行財政改革推進部 18 18 0 

17 
さいたま市新型インフルエンザ等対策

行動計画（改定素案） 

危機管理課 

地域医療課 
2 9 1 

18 
さいたま市マンション管理適正化推進

計画（改定素案） 
住宅政策課 2 2 0 

19 

さいたま市住生活基本計画（素案）及び

さいたま市賃貸住宅供給促進計画（素

案） 

住宅政策課 2 2 1 

20 
第３次さいたま市空き家等対策計画（素

案） 
環境総務課 1 1 0 

21 
第２次さいたま市環境基本計画（改定素

案） 
環境総務課 11 35 3 

22 
さいたま市地球温暖化対策実行計画（区

域施策編・事務事業編）（改定素案） 

ゼロカーボン推進

戦略課 
5 28 2 
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№ 条例・計画等の名称 
担当課 

(名称は当時のもの) 

意見 

提出件数 

意見 

項目件数 

修正 

項目件数 

23 
さいたま水と生きものプラン（改定素

案） 
環境対策課 9 90 12 

24 
さいたま市総合振興実施計画（令和８年

～12 年度）（素案） 
都市経営戦略部 8 15 0 

25 さいたま市消防力整備計画（改定素案） 消防企画課 0 0 0 

26 

さいたま市放課後子ども居場所事業と

放課後児童クラブの整備に係る基本方

針（案） 

放課後児童課 46 95 1 

27 さいたま市「道の駅」整備計画（素案） 
食肉市場・道の駅

施設整備準備室 
12 24 2 

28 
第２期さいたま市スポーツ振興まちづ

くり計画改訂版（案） 
スポーツ政策室 10 18 1 

29 
岩槻まちづくりアクションプラン（第４

期）（素案） 

岩槻まちづくり事

務所 
2 2 0 

30 
第４期さいたま市消費生活基本計画（素

案） 

消費生活総合セン

ター 
8 10 0 

31 さいたま市産業振興ビジョン（改定案） 経済政策課 0 0 0 

合  計 376 697 52 
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 ⑶ パブリック・コメント制度の流れ 

 

条例・計画等の素案の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例・計画等の素案と関連資料の公表、市民から意見募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が意見を提出 

 

 

 

 

 

 

提出された意見を考慮して条例案・計画等を確定 

 

 

 

 

 

 

提出された意見の概要と市の考え方の公表、策定した条例案・計画等の公表 

 

 

 対象となるのは、市の総合的な構想、基本的な方針・計画の策定又

は変更や市の基本的な制度を定める条例、市民等に義務を課し・権利

を制限する条例等の制定又は改廃などです。 

 詳しくは、さいたま市パブリック・コメント制度要綱（参考資料参

照）をご覧ください。 

 意見募集期間は、原則として１か月以上です。 

 条例・計画等の素案と関連資料の公表は、各区役所情報公開コー

ナー・関連課所・施設等への配置や市のホームページへの掲載等に

より行います。 

 郵便（専用封筒があります）やインターネットを利用する方法、

ＦＡＸで送っていただくか、直接お持ちいただきます。 

 いただいた意見を整理・集計し、意見を取り入れた修正等を行い、

条例案・計画等を確定します。 

 公表は、各区役所情報公開コーナー・関連課所・施設等への配置

や市のホームページへの掲載等により行います。 
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電話、ＦＡＸ、電子メールにより、市のサービス内容や手続、施設案内やイベント情

報などの様々な問合せにお答えする窓口として、「さいたまコールセンター」を平成 19

年７月１日から開設しています。 

 平成 25 年４月からは、区役所等の代表電話とコールセンターの統合を順次進め、現

在は、本庁及び各区役所、南・北部建設事務所の代表電話を統合しています。 

 受付時間については、電話は午前８時から午後９時まで、電子メール、ＦＡＸは 24

時間、いずれも年中無休です。 

 

 ＜電話番号等＞ 

  ・ 電 話    ０４８－８３５－３１５６
さ い コ ー ル

 

  ・ ＦＡＸ    ０４８－８２７－８６５６ 

  ・ 電子メール  市ホームページ「さいたま市よくある質問（ＦＡＱ）トップ」 

内の専用お問合せフォームから 

 

 

⑴ 受付件数 

 ① 年度別受付件数 

  

年 度 

受付件数 

電 話 ＦＡＸ 電子メール 合 計 

令和３年度 412,790 28 1,780 414,598 

令和４年度 423,213 18 1,179 424,410 

令和５年度 367,532 33 1,532 369,097 

令和６年度 365,928 49 3,649 369,626 

令和７年度 361,360 43 3,375 364,778 

 
 

８ コールセンター 
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

FAQアクセス件数

 ② 令和７年度月別受付件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 7 年 

4 月 
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

令和 8 年 

1 月 
2 月 3 月 

受付件数 29,661  29,085  31,382  34,104  29,574  30,521  31,944  27,755  28,903  29,203  29,990  32,656  

（内電話） 29,341 28,796 31,104 33,809 29,269 30,206 31,683 27,490 28,643 28,936 29,706 32,377 

（内ＦＡＸ） 4  5  2  6  4  2  5  3  1  5  2  4  

（内電子メール） 316  284  276  289  301  313  256  262  259  262  282  275  

ＦＡＱ 

アクセス件数※ 
81,233 66,474 86,599 64,293 54,177 57,959 59,141 45,169 59,674 86,424 85,099 101,364 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

【FAX・電子メール】【電話】
電話・ＦＡＸ・電子メール

電話

FAX

電子メール

（件） 

（件） （件） 
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

月 火 水 木 金 土 日

75,237 70,563 67,462 67,216 67,364 9,246 7,690

【FAX・電子メール】【電話】

電話

FAX

電子

メール

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

8:00

～

9:00

9:00

～

10:00

10:00

～

11:00

11:00

～

12:00

12:00

～

13:00

13:00

～

14:00

14:00

～

15:00

15:00

～

16:00

16:00

～

17:00

17:00

～

18:00

18:00

～

19:00

19:00

～

20:00

20:00

～

21:00

21:00

～

8:00

19,77549,51446,71742,68432,60239,56738,81738,81339,72610,475 2,516 1,548 1,290 734

【FAX・電子メール】【電話】

電話

FAX

電子

メール

③ 令和７年度曜日別受付件数 

  

 

  

  

  

  

 

  

  

 

 

④ 令和７年度時間帯別受付件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 月 火 水 木 金 土 日 

受付件数 75,237 70,563 67,462 67,216 67,364 9,246 7,690 

（内電話） 74,700 69,990 66,896 66,648 66,872 8,915 7,339 

（内ＦＡＸ） 9 9 8 9 5 2 1 

（内電子メール） 528 564 558 559 487 329 350 

 

8:00 

～ 

9:00 

9:00 

～ 

10:00 

10:00 

～ 

11:00 

11:00 

～ 

12:00 

12:00 

～ 

13:00 

13:00 

～ 

14:00 

14:00 

～ 

15:00 

15:00 

～ 

16:00 

16:00 

～ 

17:00 

17:00 

～ 

18:00 

18:00 

～ 

19:00 

19:00 

～ 

20:00 

20:00 

～ 

21:00 

21:00 

～ 

8:00 

受付件数 19,775 49,514 46,717 42,684 32,602 39,567 38,817 38,813 39,726 10,475 2,516 1,548 1,290 734 

（内電話） 19,604 49,308 46,494 42,445 32,343 39,352 38,578 38,613 39,503 10,275 2,339 1,389 1,117 0 

（内 FAX） 4 5 6 3 2 2 4 2 5 2 4 1 2 1 

（内ﾒｰﾙ） 167 201 217 236 257 213 235 198 218 198 173 158 171 733 

（件） （件） 

（件） （件） 
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⑵ 令和７年度サービス指標 

 

指標 説明 実績 

コールセンター 

番号 

一次対応完了率 コールセンターで対応が完了した件数の割合 100.0 % 

ワンストップ対応率 入電した問合せ等にワンストップで対応した件数の割合  52.2 % 

ワンストップ機会 

対応率 
問合せや申請依頼にワンストップで対応した件数の割合  61.9 % 

本庁舎代表 

番号 

一次対応完了率 コールセンターで対応が完了した件数の割合 100.0 % 

ワンストップ対応率 入電した問合せ等にワンストップで対応した件数の割合 31.8 % 

ワンストップ機会 

対応率 
問合せや申請依頼にワンストップで対応した件数の割合  50.6 % 

各区代表電話 

番号 

一次対応完了率 コールセンターで対応が完了した件数の割合 100.0 % 

ワンストップ対応率 入電した問合せ等にワンストップで対応した件数の割合 34.9 % 

ワンストップ機会 

対応率 
問合せや申請依頼にワンストップで対応した件数の割合  55.9 % 

全体 

平均応答速度 着信してからオペレーターが応答するまでの平均時間 4.2 秒 

平均応答率 着信にオペレーターが応答した割合 95.3 % 

平均通話時間 オペレーターが利用者と通話した平均時間 2 分 26 秒 

応対満足度 市民からみたコールセンターの応対品質（５点満点） 4.96 点 

 

《一次対応完了・ワンストップ対応》

一
次
対
応
完
了

コールセンターで
対応完了しなかったもの

（間違い電話など）

全
て
の
入
電
し
た
問
合
せ
等

（
母
数

） ワ
ン
ス
ト

ッ
プ

対
応

コールセンターで
対応完了した後、

所管課に転送したもの
（電話の転送依頼など）

コールセンターで
対応完了し、

処理も完結したもの

《ワンストップ機会対応》

問
合
せ
・
申
請
依
頼

（
母
数

）

全
て
の
入
電
し
た
問
合
せ
等

ワ
ン
ス
ト

ッ
プ

機
会
対
応

コールセンターで
対応完了しなかったもの

コールセンターで
対応完了したもの

意見・要望・苦情・
間違い電話など
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 ⑶ 令和７年度利用者満足度調査結果 

 

コールセンターの応対についてアンケートを実施し、５点満点で評価していた

だきました。 

 

① 調査期間 

 

第１回 令和７年 ８月 ８日 ～ 令和７年９月 ７日 

第２回 令和７年 12 月 22 日 ～ 令和８年１月 31日 

 

② 調査方法 

 

コールセンターに電話でお問い合わせされた方のうち、満足度調査の実施可

否を確認した上で、各回 400 人の方に対してアンケートを実施しました。 

 

③ 調査結果 

 

第１回 第２回 

 ５点 388 人 381 人 

４ 10 人 17 人 

３ 2 人 2 人 

２ 0 人 0 人 

１ 0 人 0 人 

合 計 400 人 400 人 

 

平均点 4.97 点 4.95 点 

 

④ 主な意見 

 

・こちらが知りたいことを教えてくれただけでなく、それ以上のことも教えて

くれた。 

・自分でもここに電話していい質問なのか分からずに電話してしまいましたが、

電話して良かったと思った。 

・声のトーンが落ち着いていて聞きやすい。自分の話をきちんと聞いてから適

切な回答がもらえた。 

・最後に、他に何か不明点があるか聞いてもらったのが良かった。 
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市民意識調査（郵送法）の対象者 5,000 人を含め、広く市民からモニターを募集し、

ご登録いただいた方に、市が実施するタウンミーティング、審議会、委員会、シンポジ

ウム、ワークショップ、講演会、講座及びパブリック・コメントなどの「市民の声」を

聴く事業への参加を通じて、市に意見を寄せていただく制度です。 

無作為抽出の手法を取り入れ、多くの潜在的な市民の意向を把握して事業に生かすた

め、平成 27 年度から実施しています。 

平成 30 年度の登録者から、登録期間を翌々年度の３月末までとしました。 

 

 

⑴ 市民の声モニターのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 登録者数               ⑶ 令和７年度案内実績 

年  度 登録者数  分類 件数 

令和３年度 321 人  タウンミーティング 1 件     

令和４年度 271 人  アンケート 3 件     

令和５年度 217 人  パブリック・コメント 12 件     

令和６年度 253 人  意見募集 2 件     

令和７年度 255 人  審議会 0 件     

※各年３月 31 日現在  委員会 4 件     

  講演会、講座 2 件     

  シンポジウム 1 件     

  ワークショップ 2 件     

   合計 27 件     

９ 市民の声モニター 

市民 

（18 歳以上） 

応募 

市民意識調査の 

対象者 5,000 人（無作為抽出） 

応募 
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未来を担う子ども・若者から、市のまちづくりに関する提案を聴く機会を設け、子ど

も・若者からの提案を市政に反映することを目的として平成 28 年度から実施していま

す。 

令和７年度は２つのテーマについて、夏季休業期間を活用し、小学５年生から高校生

までを対象として提案を募集しました。 

 

⑴ 令和７年度子ども・若者の提案制度 

テーマ１ 「スポーツのまち さいたま」の実現に向けて 

№ 質問 担当課 
意見提出 

件数 

意見項目 

件数 

１ 

市民の皆さんがもっとスポーツを

「する」「みる」ためには、どんな

ことが必要だと思いますか？ 

スポーツ政策室 587 793 

２ 

スポーツの力を活用して、どんな

まちづくりができると思います

か？ 

スポーツ政策室 270 322 

合計 857 1,115 

 

テーマ２ 「さいたま市みんなのアプリ」について考えよう 

～暮らしをよりスマートにするために～ 

№ 質問 
担当課 

（名称は当時のもの） 

意見提出

件数 

意見項目

件数 

３ 
「さいたま市みんなのアプリ」に

どのような機能がほしいですか？ 
地域活性化推進室 324 406 

４ 
「さいコイン」「たまポン」をどの

ような場面で活用したいですか？ 
地域活性化推進室 195 246 

合計 519 652 

 

 

 

 

 

 

 

10 子ども・若者の提案 
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⑵ 主な提案概要 

№ 質問 提案概要 

１ 

市民の皆さんがもっと

スポーツを「する」「み

る」ためには、どんな

ことが必要だと思いま

すか？ 

・スポーツ経験の有無や性別、年代を問わず誰でも

楽しめるスポーツ体験会やイベントを開催する。 

・プロ選手との交流機会を設ける。 

・誰でも気軽に利用できるスポーツ施設の整備や体育

館の開放を行う。 

２ 

スポーツの力を活用し

て、どんなまちづくり

ができると思います

か？ 

・健康的で明るいまちづくり。 

・国際交流や地域の賑わいのあるまちづくり。 

・スポーツを通じて地域の団結力ができ、災害時に

も協力し助け合うことができるまちづくり。 

３ 

「さいたま市みんなの

アプリ」にどのような

機能がほしいですか？ 

・防災、防犯、天気、交通情報、ニュースなど暮ら

しのことがわかる機能。 

・イベント、観光、店舗などのさいたま市の魅力を

発信する機能。 

・税金の支払いや公共施設の予約等、市の手続きに

関することができる機能。 

４ 

「さいコイン」「たまポ

ン」をどのような場面

で活用したいですか？ 

・運動やボランティアなどでポイントを貯められる

機会を作ると良い。 

・自動販売機や公共交通機関での利用・税金の支払

いなど様々な場面で活用したい。 

・イベントで使えたりさいたま地産の景品とポイン

トを交換できたりすると良い。 
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   さいたま市長への提案制度要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、さいたま市長への提案制度（さいたま市長に提出された、市政

に対する提案、意見、要望等をいう。以下「わたしの提案」という。）に関し必要

な事項を定めることにより、市政運営への反映と市民参加意識の促進を図り、もっ

て開かれた市政の推進に寄与することを目的とする。 

（提出手段） 

第２条 わたしの提案の提出手段は、原則として専用の提案用紙（第１号様式）、専

用のファクシミリ又は「市民の声Ｗｅｂ」から投稿されたものとする。 

（専用の提案用紙の配置） 

第３条 専用の提案用紙は、市役所、区役所、市の主な公共施設等に配置する。 

（処理システム） 

第４条 わたしの提案の処理に当たっては、さいたま市市民の声取扱要綱に基づき、

市民の声データベースシステムを用いて処理するものとする。 

（受付） 

第５条 わたしの提案は、広聴課において受け付ける。 

（回答方法） 

第６条 受け付けたわたしの提案については、市長の署名入りの文書（第２号様式）

又は当該内容に対し回答を行う課（以下「回答担当課」という。）による面談、電

話、文書、電子メール等で、わたしの提案を行った者（以下「提案者」という。）

へ回答するものとする。 

２ 回答担当課による提案者への直接の回答（以下「直接回答」という。）は、受け

付けたわたしの提案が次の各号のいずれかに該当するとき、行うことができる。 

  提案者が、直接回答を望んでいるもの 

  迅速な対応が必要なもの 

  提案者に対し、詳細な説明が必要となるもの 

  簡易な回答のもの 

  市長の署名入りの文書での回答後、同一提案者から趣旨が同様である内容のわ

たしの提案が寄せられたもの 
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  前各号に掲げるもののほか、広聴課長又は回答担当課長が直接回答すると判断

したもの 

３ 第１項の規定により回答担当課が文書で直接回答する場合は、回答担当課長名で

行うものとする。ただし、必要に応じ、部長名、局長名等で回答することができ

る。 

４ 広聴課長は、わたしの提案が一定の期間に大量に提出され第１項の規定による回

答が困難であると認められる場合、回答担当課長と協議の上、回答を市ホームペー

ジへ掲載することにより、回答に代えることができる。 

（回答基準） 

第７条 前条第１項の規定にかかわらず、受け付けたわたしの提案が、次の各号のい

ずれかに該当するときは、原則として回答しないものとする。 

  回答が不要である旨の記載があるもの 

  回答が不要である旨の確認がとれたもの 

  同一提案者から趣旨が同様である内容のわたしの提案が複数回寄せられ、今

後、回答しない旨を通告したにもかかわらず、再度わたしの提案があったもの 

  提案者の住所、氏名、連絡先等が不明確なもの 

  個人又は団体等を誹謗し、若しくは中傷する内容のもの又は公序良俗に反する

内容のもの 

  企業等の営利を目的とするもの 

  宗教に関するもの 

  提案者と市との間で係争中又は同案件について判決があったもの 

  提案の趣旨が不明確なもの 

  提案者が市職員であるもの 

  学校の授業等の一環として提出されたもの 

  前各号に掲げるもののほか、広聴課長又は回答担当課長が回答不要と判断した

もの 

（処理状況の公表） 

第８条 広聴課長は、月毎の統計情報及び提案者への回答内容を随時公表するものと

する。 
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（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年２月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２６年１２月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成３１年３月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和３年３月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 
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１ この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際現にこの要綱による改正前の各要綱の規定により作成されて

いる様式については、当分の間、使用することができる。 
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市長への提案制度「わたしの提案」処理要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、市長への提案制度「わたしの提案」（以下「提案」という。）

を迅速かつ正確に処理し、その有効利用を図るため、提案の事務処理について、必

要な事項を定める。 

（処理） 

第２条 広聴課長は、提案を受け付けたときは、提案の内容を所管する課の課長（以

下「回答担当課長」という。）に市民の声データベースシステム（以下「データベ

ース」という。）を用い、提案の写しを送付し、対応を依頼するものとする。 

２ 提案の受付の日付は、さいたま市の休日を定める条例（平成１３年さいたま市条

例第２号）第１条に掲げる日（以下「閉庁日」という。）以外の日（以下「開庁日

」という。）の午後５時１５分までに広聴課に届いたものを当日の日付とし、午後

５時１５分を過ぎて広聴課に届いたものを翌日（その日が閉庁日に当たるときは、

その日後において、その日に最も近い開庁日）の日付とする。 

３ さいたま市長への提案制度要綱（以下「要綱」という。）第２条に規定する提出

手段以外の方法で提出された文書等のうち、提案を行った者が文書等に「わたしの

提案」と明記している場合、広聴課長は、これを提案として取り扱うことができ

る。 

４ 回答担当課長は、送付を受けた提案のうち、要綱第６条第１項の規定により市長

の署名入りの文書で回答するものについては、提案に対する回答を作成し、受付の

日から７開庁日以内にデータベースにより広聴課長に報告するものとする。ただ

し、期間内に報告することができない理由があるときは、当該期間を超えて報告す

ることを妨げない。 

５ 広聴課長は、報告された回答をもとに、報告を受けた日から３開庁日以内に回答

文書を作成し、市長への報告及び説明を行い、市長の承認及び指示を受けるよう努

めるものとする。市長の指示事項がある場合は、当該指示事項を踏まえ、回答担当

課長が回答を修正し、データベースに登録する。広聴課長は、登録された回答をも

とに、回答文書を修正する。 
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６ 広聴課長は、前項で作成した回答文書に市長から署名を受けた後、速やかに提案

者へ送付するものとする。 

７ 回答担当課長は、提案者に対し直接回答する提案については、受付の日から５開

庁日以内に回答するよう努めるとともに、データベースに回答内容の登録（文書で

回答した場合は回答文書の写しを添付して登録）を行うものとする。 

８ 回答担当課長は、要綱第７条第１号、第２号又は第４号の規定により回答しない

提案のうち、市が所管する事項又は本市以外の官公署等に属するもので市が所管す

る事項と関係が深いと認められるもの（提案者が市職員と思われる者であるものを

除く。）については、提案に対する市の見解又は対応（以下「回答の方向性」とい

う。）を受付の日から５開庁日以内にデータベースに登録し、市政運営に反映する

よう努めるものとする。 

９ 広聴課長は、前項の規定によりデータベースに回答の方向性を登録する提案を除

き、要綱第７条の規定により回答しないものについて、回答担当課長に提案の写し

を参考送付するものとする。 

１０ 第８項の規定にかかわらず、回答担当課長は、同一年度において趣旨が同様で

ある内容の提案に対する回答の方向性が既にデータベースに登録されている場合、

回答の方向性をデータベースに登録しないことができる。この場合において、広聴

課長は、回答担当課長に提案の写しを参考送付する。 

１１ 広聴課長は、提案内容が本市以外の官公署等に属するもので市が所管する事項

と関係が深いと認められるものについては、市の関連する課（室）所を通じて、関

係官公署等へ回送又は対応を依頼するものとする。ただし、関連する課（室）所が

ない場合は、広聴課長から直接、関係官公署等へ回送又は対応を依頼する。 

１２ 広聴課長は、第７項から第１０項までの規定によりデータベースに登録された

内容を取りまとめ、市長に報告するものとする。 

（役割） 

第３条 さいたま市広報推進責任者設置要綱第１条の規定により置かれる広報推進責

任者は、提案の対応に関し、進行管理を行う。 

２ 広聴課長は、回答の方向性及び回答の作成の進捗状況を把握するとともに、回答

期限を超えている回答担当課長に対して、状況確認及び催促を行う。 
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（その他） 

第４条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、広聴課長が別に定める。 

 

附 則 

 この要領は、平成１４年４月１日から施行する。 

  

附 則 

 この要領は、平成１５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この要領は、平成２０年２月１日から施行する。 

 

附 則 

 この要領は、平成２１年７月１３日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２５年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、令和３年３月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、令和６年２月１９日から施行する。 
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さいたま市タウンミーティング運営要領 

平成２２年６月３０日 

市長公室 広聴課 

(目的) 

第１条 この要領は、さいたま市タウンミーティングの円滑な運営に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

 

(開催) 

第２条 タウンミーティングの開催については、別に定める実施概要のとおり行う。 

 

(参加者の心得) 

第３条 参加者は、タウンミーティングを円滑に進めるために、次に掲げる事項を守らなければ

ならない。 

(1) 会場において、大きな声を出したり、みだりに席を離れることなど他人の迷惑となる行

為をしないこと。 

(2) 会場において、携帯電話は電源を切るかマナーモードに設定し、通話はしないこと。 

(3) 会場において、食事又は喫煙をしないこと。 

(4) 会場において、撮影及び録音等をしないこと。 

(5) その他、タウンミーティングの円滑な運営の妨害となる行為をしないこと。 

(6) その他、係員の指示に従うこと。 

２  参加者が前項の規定を守らないときは、係員はこれを制止し、その命令に従わないときは、

これを退場させることができる。 

 

（傍聴者） 

第４条 傍聴を希望する者は、受付で、氏名と住所を記入し、係員の指示に従い会場に入場する

ものとする。 

２  傍聴の受付は、開催予定時刻３０分前から開催予定時刻までの間、先着順に行い、定員にな

り次第受付を終了するものとする。なお、同着により定員を超えるときは、同着となった者で

抽選を行い傍聴者を決定する。 

 

（傍聴者の定員） 

第５条 傍聴人の定員は、当日の参加者人数の定員数を４で除した数を超えない人数とする。な

お、会場の広さ等により、定員を減じることができる。 

 

（傍聴者の心得） 

第６条 傍聴者は、タウンミーティングを円滑に進めるために、次に掲げる事項を守らなければ

ならない。 
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(1) 会場において、大きな声を出したり、みだりに傍聴席を離れることなど他人の迷惑とな

る行為をしないこと。 

(2) 会場において、携帯電話は電源を切るかマナーモードに設定し、通話はしないこと。 

(3) 会場において、食事又は喫煙をしないこと。 

(4) 会場において、撮影及び録音等をしないこと。 

(5) その他、タウンミーティングの円滑な運営の妨害となる行為をしないこと。 

(6) その他、係員の指示に従うこと。 

２ 傍聴者が前項の規定を守らないときは、係員はこれを制止し、その命令に従わないときは、

これを退場させることができる。 

 

（報道関係者の撮影および録音等の許可） 

第７条 報道関係者は、取材等のためにタウンミーティングの撮影及び録音等をしようとする

ときは、あらかじめ市の許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により許可を受けた者は、腕章等を着用することにより、報道関係者であること

を明示しなければならない。 

 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は広聴課長が定めるものとする。 

 

 

  附 則 

 この要領は平成２２年６月３０日から施行する。 

 

 この要領は平成２４年５月９日から施行する。 

 

 この要領は令和３年６月２１日から施行する。 
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さいたま市パブリック・コメント制度要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、パブリック・コメント制度に関し必要な事項を定め、市 

 政への市民の参画を促すとともに、市民と行政との協働による透明性の高い 

 公正な市政運営に寄与することを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「パブリック・コメント制度」とは、市の基本的な政

策等の策定に当たり、当該政策等の形成過程の情報を公表し、公表した情報に

関して提出された市民等の意見及び意見に対する実施機関の考え方を公表する 

ことにより、市民等の意見を市の政策等に反映させる制度をいう。 

２ この要綱において「実施機関」とは、市長その他の執行機関及びさいたま市

附属機関等に関する要綱に定義する附属機関及び協議会等（以下、「審議会等」

という。）をいう。 

（対象） 

第３条 パブリック・コメント制度の対象となる市の基本的な政策等（以下「政

策等」という。）の策定とは、次に掲げるものをいう。 

(1) 市の基本計画、実施計画及び各行政分野における基本的な方針、計画の策

定又は変更 

(2) 市の基本的な制度を定める条例の制定又は改廃 

 (3) 市民等に義務を課し又は権利を制限する条例の制定又は改廃（地方税の賦

課徴収並びに分担金、使用料及び手数料の徴収に関するものを除く。） 

 (4) 市民生活又は事業活動に直接かつ重大な影響を与える条例、規則及び行政

指導の指針の制定又は改廃 
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 (5) 大規模な公共事業及び主要な公共施設の基本計画の策定又は変更 

 (6) 市の基本的な方向を定める憲章、宣言の制定又は改廃 

 (7) その他実施機関が特に必要と認めるもの 

２ 次に掲げるものについては、この要綱を適用しない。 

(1) 迅速性若しくは緊急性を要するもの又は軽微なもの 

(2) 裁量の余地のないもの 

(3) 法令に意見聴取手続等が定められているもの 

 (4) 相互に密接な関係を有する複数の政策等で、一方でパブリック・コメント

を実施しているもの 

（案の公表） 

第４条 実施機関は、政策等の策定に当たっては、適切な時期に政策等の案（以

下「案」という。）を公表しなければならない。 

２ 実施機関は、案の公表に際し、次に掲げる関連資料を併せて公表するよう 

努めるものとする。 

 (1) 案を作成した趣旨、目的及び背景 

 (2) 案を立案するに当たって整理した考え方及び論点 

 (3) 前 2 号に掲げるもののほか、市民等が案を理解するために必要な資料 

（公表の方法） 

第５条 実施機関は、案及び関連資料を各区役所の情報公開コーナーに備え付 

 けるとともに、市のホームページに掲載するものとする。 

２ 実施機関は、前項に定めるもののほか、必要に応じて次に掲げる方法を活用

し市民等への周知を図るよう努めるものとする。 

 (1) 市報さいたまへの掲載 

 (2) 報道機関への発表 

(3) 市公式ＳＮＳでの情報発信 
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(4)  前３号に掲げるもののほか、実施機関が適当と認める方法 

（意見の提出） 

第６条 実施機関は、市民等からの意見提出の利便を図るため、提出期間及び 

提出方法を、案を公表する際に明示するものとする。 

２ 意見の提出期間は、市民等が意見を提出するために必要な時間を考慮し、原

則として１か月以上とするよう努めるものとする。 

３ 意見の提出方法は、郵便、ファクシミリ、インターネットを利用する方法と

し、その他実施機関が適当と認める方法とする。 

４ 市民等が意見を提出する場合には、住所、氏名及び連絡先を記載するもの 

とする。 

（意見の処理） 

第７条 実施機関は、市民等から提出された意見を十分に検討のうえ、政策等の 

策定の意思決定を行うものとする。 

２ 実施機関は、前項の規定により意思決定を行った政策等、市民等から提出さ

れた意見の概要及び意見の概要に対する実施機関の考え方を公表する。なお、

提出された意見を検討した結果、案を修正した場合には、修正した内容及びそ

の理由を公表するものとする。 

３ 前項の公表の方法については、第５条の規定を準用する。 

（手続きの特例） 

第８条 審議会等は他の市民参加手続きの方法により実施することが適当である

と認められるときは、パブリック・コメントに代えて他の市民参加手続きを実

施することができる。 

２ 審議会等がパブリック・コメント又は前項の手続きを実施して提出した答申、

報告書に基づいて市長その他の執行機関が政策等の策定を行うときは、この要

綱に定める手続きの全部又は一部を実施しないことができる。 
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（要綱の見直し） 

第９条 この要綱は、市民意識及び社会状況の変化、運用状況、実施の効果等 

を勘案し、必要に応じて見直しを行うものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成 15 年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成 20 年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成 25 年７月１日から施行する。 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

改正後の要綱は、平成 20 年４月 1 日以後に政策等の策定・改廃を行うものから適

用し、同日前に政策等の形成過程にあるものについては、なお、従前の要綱によ

る。 
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市民の声モニター制度要綱 

 
（趣旨） 

第１条 この要綱は、無作為抽出の手法を取り入れ、多くの潜在的な市民の意向を把握

するほか、広く市民の意向を把握して事業に生かすため、市民の声モニター（以下「モ

ニター」という。）について必要な事項を定めるものとする。 
 

（モニターの資格要件） 
第２条 モニターに応募する資格は、次に掲げる要件のすべてを満たす者（以下「登録

対象者」という。）とする。 
(1) 市内在住の 18 歳以上の者 
(2) 市職員でない者 
 
（モニターの募集） 

第３条 モニターは、さいたま市民意識調査を通じて無作為抽出された者を含め広く市

民から募集する。 
 
 （登録申込み） 
第４条 登録対象者は、モニターの登録を希望するときには、書面又は電磁的方法（電

子情報処理組織（市長の使用に係る電子計算機と、申込をする者の使用に係る電子計算

機であって当該市長等の使用に係る電気計算機と電気通信回線を通じて通信できる機能

を備えたものとを電気通信回線で接続した電子情報処理組織をいう。）を使用する方法を

いう。）により広聴課長に申込みをするものとする。 
２ 登録対象者は、前項の規定による申込みをする場合には、広聴課長に登録対象者に

関する次の事項を届け出るものとする。 
(1) モニターの登録を希望する旨 
(2) 住所 
(3) 氏名 
(4) 連絡先のＥメールアドレス 
(5) 前各号に掲げるもののほか、広聴課長が必要と認める事項 

  
 （モニター登録） 
第５条 広聴課長は、前条の規定による申込みがあった場合には、登録対象者から届出

を受けた情報をもとに市民の声モニターリストを作成し、全てモニターとして登録す

るものとする。 
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 （登録期間及び登録の更新） 
第６条 モニターの登録期間は、登録が完了した日から、登録が完了した日の属する年

度の翌々年度の３月末日までとする。 
２ モニターから登録期間更新の申出があった場合は、更新を認めるものとする。 
 
 （登録の取消し） 
第７条 広聴課長は、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに当該モニターの

登録を取り消すものとする。 
(1) 第２条に規定する要件を欠いたとき 
(2) 登録された住所、電子メールアドレスのいずれにも送付物が到着しなくなったと

き 
(3) モニターから登録の取消しの申出があったとき 
(4) モニターとしてふさわしくない行為があったとき 
 
 （謝礼） 
第８条 モニターとしての謝礼は支払わない。 
 

（モニターの利用） 
第９条 課所等は、広聴機能の充実を目指し、市が主催するタウンミーティング、審議

会、委員会、シンポジウム、ワークショップ、講演会及び講座等（以下「講座等」と

いう。）に参加を呼びかけ、今後の事業に市民の意見を取り入れるために、モニター

を利用することができる。 
２ モニターには、市が実施するパブリック・コメントにおいて、意見を求めるための

計画案等を送付することができる。 
３ モニターには、市が実施するアンケート調査の調査票等を送付することができる。 
４ モニターには、市政への理解を深め、意見を述べやすくするために必要な市政に関

する情報を送付することができる。 
５ 個人情報を保護するために、前各項に掲げる事項以外の目的にモニターを利用して

はならない。 
 
 （モニターの利用及び報告） 
第１０条 課所等の長は、前条第１項から第４項までの規定によりモニターを利用しよ

うとするときは、市民の声モニター利用申請書（様式第１号）により広聴課長へ申請

しなければならない。 
２ 課所等の長は、モニターを利用したときは、市民の声モニター利用報告書（様式第

２号）により広聴課長へ報告するものとする。 
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３ 課所等の長は、モニターが講座等に参加する場合には、アンケート調査を実施し、

今後の事業に市民の意見を反映するものとする。ただし、課所等の長が、別の方法に

より参加者から意見の聴取を行うときは、この限りではない。 
 

（モニターへの案内情報等の送付） 

第１１条 課所等が、郵送によりモニターに講座等の案内情報、パブリック・コメント

の計画案等、アンケート調査の調査票等又は市政に関する情報の送付を希望する場合

には、広聴課がモニターの宛名を打ち出し、課所等に渡すものとする。 

２ 課所等が、Ｅメールによりモニターに講座等の案内情報、パブリック・コメントの

計画案等、アンケート調査の調査票等又は市政に関する情報の送付を希望する場合に

は、課所等から当該データを広聴課が預かり、広聴課が送信するものとする。 

 
 （その他） 
第１２条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、広報監が別に定める。 
 

附 則 
 この要綱は、平成２７年６月１日から施行する。 
 

附 則 
 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 
 

附 則 
 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
 

附 則 
 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 
 
   附 則 
 この要綱は、令和５年２月１日から施行する。 
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様式第１号（第１０条関係） 
 

市民の声モニター利用申請書 
 

年  月  日 
 

広聴課長 宛 
 

◯◯◯◯課（所・室）長 
 
 下記の目的により市民の声モニターの利用を申請します。 
 

記 
 
１．利用目的 
 
 
 
 
２．抽出条件 
 
 
 
 
３．担当者 
 課（所・室）名                         
 
 
 氏名                              
 
 
 電話（直通・内線）                       
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様式第２号（第１０条関係） 
 

市民の声モニター利用報告書 
 

年  月  日 
 

広聴課長 宛 
 

◯◯◯◯課（所・室）長 
 
 市民の声モニターの利用について、下記のとおり報告します。 
 

記 
 
１．講座等の名称 
                                 
 
２．利用による効果 
 １．今まで参加したことが無い方に参加していただけた。 
 ２．新たな視点で意見をいただくことができた。 
 ３．その他（自由に記入してください） 
 
 
 
 
 
 
 
３．担当者 
 課（所・室）名                         
 
 
 氏名                              
 
 
 電話（直通・内線）                       
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子ども・若者の提案制度要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、未来を担う子ども・若者（１８歳に達する日以後の最

初の３月３１日までの間にある者をいう。以下同じ。）から、市のまちづ

くりに関する提案を聴く機会を設けることにより、子ども・若者からの提

案を市政に反映することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、「子ども・若者の提案」とは、子ども・若者から

第５条に規定する方法により市長に提出された、市が設定したテーマに関

する提案等をいう。 

（テーマの選定） 

第３条 子ども・若者の提案に係るテーマは、庁内において募集したものの

中から、関係所管課（教育課程指導課、子ども・青少年政策課、高校教育

課等をいう。）と協議し、広聴課長が選定する。 

（実施概要） 

第４条 広聴課長は、子ども・若者の提案の実施に当たり、テーマ、募集期

間等を定める実施概要を作成する。 

（提出方法） 

第５条 子ども・若者の提案は、市内の学校に配置された専用封筒の郵送又

は「さいたま市電子申請・届出サービス」により行うものとする。ただし、

広聴課長が特に必要があると認めるときは、この限りでない。 

（受付） 

第６条 子ども・若者の提案は、広聴課において受け付ける。 

（市の方針） 

第７条 第３条の規定により設定したテーマの所管課は、前条の規定により

受け付けられた子ども・若者の提案を十分に検討の上、その概要に対する

市の方針を作成するものとする。 
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（公表方法） 

第８条 広聴課長は、受け付けた子ども・若者の提案の概要及び前条の規定

により作成した市の方針を取りまとめ、各区役所情報公開コーナー及び市

ホームページで公表する。 

２ 前項の規定にかかわらず、受け付けた子ども・若者の提案が、次の各号

のいずれかに該当するときは、原則として公表しないものとする。 

⑴ 企業等の営利を目的とするもの 

⑵ 提案の趣旨が不明確なもの 

⑶ テーマから逸脱した内容のもの 

⑷ 子ども・若者以外から提出されたもの 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、広聴課長又はテーマの所管課長が公表不 

要と判断したもの 

（市長への報告） 

第９条 広聴課長は、前条第１項の規定により公表する提案の概要及び市の

方針を市長に報告するものとする。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、広聴課長が別に定

める。 

 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
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